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序

岡山市北区の南方遺跡は、岡山県□大河川の一つ旭川の下流平野に位置する県下有数の

複合遠跡として知られています。なかでも、弥生時代前明から中明にかけて岡山県を代表

する見落遺跡として有名です'これまでに数多くの謂杏が実施されていますが、岡山市教

育委員会が平成 5~7 年度に実施した発掘謂査では、遠跡の,,, を流れる IH河道から弥生時

代中期を中心とする時期の多数の木岱• 木製品が見つかり、その質• 量と保存状態の良さ

は全川的に注Hされることとなりました。

このたび、岡山法務総合庁舎が新営されることになりましたが、建設予定地が周知の南

方追跡の範囲内に当たるため、岡山県教育委員会では関係機関と協議を行った結果、平成

20年度に確認調査を実施し、平成22年度に本発掘調査を実施することとしました。

発掘調査では、弥生時代後期の上堀、古培時代前則の井戸とともに江戸時代後半の武家

屋敷に伴う遺構を検出しました。特に、石垣を伴う溝と「二谷様」とヘラ書きのある規炉

を出上した上堀の位歓が、文久元 (1861) 年の岡山城下の絵図「備前岡山地刑家宅一枚図J

と照合すると、そこに描かれた水路および［三谷」家の屋敷地と•致することが判明しま

した。

この報告書が埋蔵文化財の保護・保存のため活用され、地域の歴史を解明する一助とな

れば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査に際しましては、埋蔵文化財専門委員の先生から有益な御

指沖•御助言を賜りました。また、岡山地方検察庁をはじめ閃係各位、さらに地元の方々

から御輝解と多大なる御助力を賜りました C ここに記して厚くお礼を申し上げます。

平成24年 2月

岡山県古代吉備文化財センター

所長平井 泰 男
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本占は、岡山法務総合庁舎新営に伴い、岡山県教育委員会が岡山地方検察庁の依頼を受け、法務

省から支出委任を受けた国土交通省（中国地方整備局岡山営繕事務所）と岡山県の委託契約により、
みなみかた

岡山県占代吉備文化財センターが発掘調杏を実施した、南方遺跡の発掘調杏報告書である。

南方追跡は、岡山県岡山市北区南方1丁目8-42ほかに所在する。

確認調杏は、平成20年4月248-5月2日に和田闘I]が担当して実施した C 調脊血積は60面である。

本発掘隅在は、平成22年10月1l:f-平成23年3月31l:f に柴田英樹・氏平昭則• 小嶋普邦・ニ眉罪[生

（平成22年10月-12月）が担当して実施した。調査面梢は2,161mである。

発掘調査にあたっては、埋蔵文化財専門委員から御指導と御助言をいただいた，記して感謝の意

を表す次第である。

埋蔵文化財専門委員

5

6

7

 

稲m孝川（岡山大学名誉教授）
本書の作成は、平成23年4月1tl-9月30tlに、氏平が担当して実施した C

本書の執筆は発掘担'''r者などが行い、文責はそれぞれ文木に示した。全体の編梨は氏平が行った。

8
 

，
 

動物遺存体の同定については、富岡直人（岡山理科大学）氏に依頼し、 +J・益な御教示を得た0 記

して厚くお礼を中しJ:.げる。

樹種・種実同定は株式会社占環境研究所に、花粉・ 植物珪酸体分析は、パリノ・サーヴェイ株式

会社にそれぞれ委託し、報告文を掲載した。鉄滓等の分析は、株式会社九州テクノリサーチに委託

し、大澤正己氏による報告文を掲載した。

遺物写真の撮影については、江尻泰幸の協力と援励を得た。

10 本因に関連する出t逍物および図面・写貞等は、岡山県古代吉備文化財センター

花尻1325-3) に保管している。

（岡山市北区西



凡例

1 本報告書に川いた高度値は海抜高である。

2 本報告書に用いた方位・座標は、平而直角座椋第V系（世界刺地系）の座椋北および数値である。

3 本報告書の遺構及び遺物実測図の縮尺率は、図示または明記している。基本的には以下の通りで

ある C

逍構井戸： 1/30 土堀： 1/80・1/60・1/30 杭ダlj: 1/100 

遺物士器・ 瓦： 1/6・1/5・1/4 木器• 木製品： 1/8・1/4 

石器• 石製品・金属製品・十．製品： 1/3・1/2 

4 本報告書の遺構配囲図において、遺梢名を省略する場合は、次に示す略号を用いた0

井戸：井土堀：土杭列：杭

5 遺物掲載番号のうち上器以外については、その材質にしたがって番号の頭に次の略号を付した。

伍器・伍製品： S 木器• 木製品： W 金属製品： M 土製品： C 

ガラス製品： G 貝製品： B 

6 掲載した十器のうち中軸線の両側に白抜きのあるものは、小片のため径が不確実なものであるり

7 上層断面図・遺物等に使用した土色は、「新版標準土色帖』（農林水産省農林水産技術会議事務局

監修•財団法人 H本色彩研究所色票監修）に準拠している 0 陶磁盟の釉色等一部には『新版 色の

手帖』（永川泰弘監修小学館 1986) を使用した。

8 本報告因第 2図に掲載した地國は、国土地理院発行1/25,000地形図の「岡山北部」・ 「岡山南部」

を複製し、加箪したものである。

9 本報告占の時代・時期区分は、一般的な政治史厄分に準拠し、室町時代以降は主に世紀を使用し

ている。
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第1章遺料の位閥と環境

第1章遺跡の位固と環境

南方追跡は岡山平野北西部に位営する県落追跡で、岡山市北区南方一帯に広がっているー〉岡山平野

北西部は、西を椋高が70mの京山、北を樫高150m前後の半田山山塊、東を岡山県3大河川の一つ旭

川で圃まれている。この中には、北東から南西に細長い微高地が多数形成されている 0

旭川と西から注ぎ込む征ヶ瀬川の堆積が迎み、縄文時代後期には津島岡大追跡の北東部に竪穴住届

が認められていた (1) が、晩期には津島逍跡まで生活圏が南進している。伊福定国前逍跡の珪藻分析で

は、弥生時代前期に河口干潟から後背湿地への変化が推定され (2J、平野は急速に拡大したことがわか

る。弥生時代前期から中期では、微高地緑辺に水田、微高地卜.に集落と翠域が位附する状況が復元さ

れている 津島遺跡では低位部で水田関連追構が確認されている (3)ヽ ，南方追跡では、前期後葉から中

期後朗にかけての土堀悠群が検出され、その 1甚からは細型銅剣の先端片が出土した (4¥昭和54年度

の発掘調査では、中期中槃の竪穴住屈を確認している (5)。弥生時代中期後葉から古培時代前平にかけ

て、鹿田遺跡 161 • 伊福定国前遺跡などで新規の集落が確認できる。南方遺跡では古墳時代初頭の竪穴

住居を 6棟確認している (5)。弥生時代後期から古埴時代前半には、京山・半田山山塊を中心に培墓が

造営され、旭川西序地域の首長系列を追うことができる。中でも 4但紀後半-5但紀に位屈づけられ

る神宮寺山占墳は、平地にある全長150mの前方後円墳で旭川西岸最大の規模を誇る c 占墳時代後半

の犯落は、北方下沼遺跡で確認されているが、半田山斤陵南側• 東山周辺で横穴式石室は皆無である。

古代から中但は伊福定国前追跡 (7)、鹿m追跡、大供本町追跡 (8)で集落が見られるし津島江逍追跡 (9)

でば白御的施設が想定され、鹿田逍跡は鹿田荘との関連が指摘されている。

近川は、慶長2 (1597)年の・-r喜多秀家の岡山城築城以降備前国の,,,心部となり、その後城下町の
拡弘が行われた。南方遺跡の範囲は外堀と西川に挟まれ、南部は一部が侍屋敷、北側は南方村で田畑

が広がる景観であった。明治8 (1875)年に外堀が埋められてからは市街化が進んでいく' (氏平）

註

(1) if島岡大遺跡16」ー第17・22次潤査ー［環境皿工学部

棟新営l『岡山大学構内逍跡発掘調杜報告』第21冊

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター 2005 

(2) 1伊福定国前追跡2」『岡山肌坪蔵文化財発掘謂在報

告』 188 岡山県教育委員会 2005 

(3) 「沖島遺跡2」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 151

岡山県教育委関会 2000 

(4) 第2図の文献A

(5) 第2四の文献B

(6) 1庇田追跡 I」『岡山大学描内追跡発掘渦杏恨侶. 3 

岡山K学坤蔵文化財聞査研究センター 1988 

(7) I伊福定国前退跡」『岡山県坪蔵文化財発掘調査報告』

224 岡山県教育委員会 2010 

(8) 「大供本町逍跡I『岡山市埋蔵文化財センタ一年報』 8

岡山市教育委員会 2009 

(9) 「津島江追追跡J『岡川県埋蔵文化財報省』 18 1988 
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$1章遺欧O)ff;岡と森境

1南方遺跡 2絵図訊跡 3沖島氾跡 4上伊福虹跡 5 上伊福• 伊福定I刊前迎跡 6上伊棉 (,',:./1:)訊跡 7 (艇落・ 弥牛） 8広湘

肌跡 9 北方 I沼• 松¥Ill・ 叩杓・地伐•薮ノ内辿跡 10 11丹/,¥西・ 尾針神社巾閲跡 11叶げb新野肌跡 12沖1::;岡大辿跡 13沖鳥江近虻跡

14散布地 15神宜打山古墳 16北方長田遺砂 17}淵瀬遺跡 18罪田遺趾 19 (散布地）

南方遥跡内の主な発掘調査地点 事業名掲載冗．調査仕度

A新幹線敷設による市追移転工事 「而方遺跡発掘謂介概報J, 1969・70 B [i; い1:病院地方循環沿病センター 「県報筈』 40,1979 同看護婦伍
舎 「南方（国立病院）氾跡発掘調査報告」， 1980 C総合似祉・ボランティア ・NPO会館 「県報告」196,2004 D病院建設（南方迎田謂査メ）

『市概装J. 1994・1995・ 『市川文セ年報』 6,2005 E国道53,Jキャプシステム『原報告J110, 1994 F了育て支援センター 「市J川文セ年報」

9, 2008 G 後楽館l日高校 「市埋文セ年毅J9, 2008・現地泌明会資料， 2009 H 広島高哉• 岡山地家佃故庁舎辻て杵え 『県報告J200, 2004 

l如武占化人社建設（向方釜田迎跡）日現地説明会賢料， 1986-1989 Jマンション建設（席方 (g;j休凋発）逍跡） 1111現地説明会資料,1992 

KJし同住宅建設（市方（岡山牛乳）遺跡）『di概要」，1995 L屯線池中化（酎方（中屯）遺跡）日Ii概要』，1995

岡山城下の主な発掘調査地点 事業名掲載冗．調査仕度

a ln•JJ、内小(―ノ外間輪） 「市糾［文セ年報J 3・4. 2003・2004 b中央4'(―ノ外間喩） 「市月［文セ年報』 4・5・7・8・「岡山城―之外仙柏跡

旧判山藩藩?校跡J, 2003・2004・2006・2007 C 県11:図占餡（ーノ丸） I県報告J175.1999 d ,Ii追丸の内16号線(―ノ丸） ri1, 埋文セ
年報I4, 2003 e見庁舎増設（ニノ丸）『叫報告,J78,1989 f中電変屯所（ニノ丸） ITT]仕設事業埋文調査委員会謂宜報告， 1994・ 『山概要」，

1996 g国道2号共同沿（外堀）『県報告」154.1992 1996 1998 h'」’野自動出（ーノ丸）「市概嬰』， 1997 i机帯基地局（ーノ丸） 「市即

文セ年報J8, 2007 」芦交ホール建設（ーノ曲輪）「I而山J成一之外曲輪」，1989 kホテル建設（ーノ曲輪） r岡山城内堀』， 1989 I中円
銀行本J占建没(.ノ丸）， 1990 m l也下此 i・車場建設（中堀• 内堀） I岡山叫1%没文化財、應'd19・20, 1989・1990 

※「県報告J=岡山県坪蔵文化財発掘凋仕報告、「巾椛要1=岡山巾坪蔵文化材調介の概要、『巾坪文セ介報1=岡山巾坪蔵文化財センターイI報の略

第2図周辺遺跡分布図 (1/25,000) 
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弟1節 発掘調査の経緯と経過

第2章調査の経緯

第 1節 発掘調査の経緯と経過

1 発掘調府の経緯

平成19年6月、岡山地方検察庁から岡山県教育庁文化財課に対して、南方遺跡として周知されてい

る岡山市北区南方 lT日8-42ほかにおいて、法務総合庁舎を建設したい旨の協議がなされた。文化

財課では、東隣で平成16年に実施した発掘謂査成果から、協議対象地にも弥生時代の微高地が想定さ

れたため、遺構而の海抜高、遺構の密度等を把捏するための確認調査を実施することとしたc

'V成20年 4~5 月に実施した確認調査の結果は次項に詳しいが、海抜1.4~1.5m と、想定に反して

やや低い位置で、遺梢密度は希薄であるが、弥生時代の微高地が統くことを確認した。

この確認調査成果に甚づいて、文化財課は、文化財保護法第94条の規定による岡山地方検察庁から

の埋蔵文化財発掘通知に対して、平成20年10月1日付けで発掘調査の実施を勧告した。発掘調査につ

いては、法務省から支出委任を受けた国土交通省（中国地方整備局岡山党紐事務所）と岡山県の委北

契約により、岡山県占代吉備文化財センターが平成22年度に実施した。 （光永真一）

胃 ~ ~I 
11D 7□ Ul)'ji::iJ, い I_DJ 闘 '""'-J (I戸 l「1nn7 I II Ill -

゜

口゚T1 

T2 . - -- - . .. ------・・ 一.---.. ―-. 

-D『□~ I 巳苔5'I° コ ＼土売露ご ”〗 I門[l~o
(, 

l□ 111日「 11IIIT17~b~n~ 
I I I 

第3図調査区位謹図 (112,000)
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確認潤介

平成20年4月24tfから 5月2tfにかけて、遺跡の内容把捏をH的として、 Tl-T3の3本のトレ

ンチを設定し、確認調査を実施した。調査の結果、全トレンチで近現代の造成・撹乱土が地表下1.6m

付近まで存在し、 その下層に砂層、粘士層の水平堆梢を確認した。粘士層の下半については、検出高

や上層の特徴から、平成16年度発掘閲査時の中世水田層と同じと考えた。この水田層の下層に灰色粘

さらにその下層、洵抜1.4m~I.Sm で洪褐色の微高地甚盤屈を確認した。土屈が存在する。 T 1では

現代撹乱が甚盤層まで達していて追構の有無を確認できなかったが、 T2では溝（本書掲載溝5) を、

T3では袋状土堀（本古掲載土斌31) を基盤層上血において検出した0

各トレンチの基盤層上面は、平成16年度謂杜区のそれより20cmほど低く、謂査地内でも T1から T

3へ向かって10cm程度下がる。

であると予想した。

， 
に↓

□三5
---戸--—=--~ — 

゜

1・

□ロ
400cm 

·--·--,-——, -・-
.. 

2 
I 
/ 
1300cm 

200cm 

5m 

しかし、

1 砂利

2 造成・攪乱＋

3 オリープ灰色 (2.5GY6/l)粘質糾砂

4 オリープ灰色 (5GY5/l)粘竹細砂 111111: 水W屈か

5 灰色(!\"~/)粘質微砂

6 灰オリーブ色 (5Y6/l)粘りt微砂

T2・T3で逍構を確認したことから、調査区全体が微闊地

（氏平）

―-―,--------― =--~ ニニニ―-------
I 2 

ーニニー三一=--7 8 一~ー~＇ー~ —-—,, } --'s..''( —— 

} 
＼＿』

400cm 
-----,----
， 

』 300cm

/ 
200cm 

100cm 

゜
5m 

某盤層

第4図 T2 (1/150) 

1砂利

2 氾J戎．撹乱土

3 オリープ灰芭 (lOY5/2)粗砂

4 オリーブ灰色 (2.5GY6/l)細砂

5 オリーブ灰色 (5GY5/l)粘質微砂

6)火色 (:--l6/)粘質微砂

7 附灰色 (N3/)粘質微砂

8 灰オリーブ色 (5Y6/2)微砂拮盤層

第5図 T3 (1/150) 

3
 
本発掘調森の経過

発掘調査は、計画された建物の平面構造に従い南北2つの調在区にわけて実施した。 北側の 1区は

95lrri、南側の2区は1,210面を測り、潤査総面積は2,161rriである。排出土置き場が I・分に確保できな

いため 1区を先行して調杏を行い、 2区の排出土に備えた。 ただし 2区西端については遺構確認や甫

機進人のため、 1区とあわせて閥査を実施した。閣杜間間は、既存建物の解休撤去完［後の平成22年

10月から翌年3月までの6か月である。調杏員は10-12月に4名、 1-3月に 3名が担当した。調行

開始間もなく、江戸時代の遺楷が残存することが判明し、絵図との照合可能な侍町の 角が確認でき

た。 一方で調査の進行に伴い、隣接地（現裁判所）

なった D 平成23年 1月には埋蔵文化財専門委員

と比べて弥生時代の逍構が少ないことも明らかと

稲田孝司氏に現地指導をいただいた。同年2月に調

査成果を公開するために現地説明会を開催した。現地での記録保存終了後に埋め戻しを行い、

すべての調杏を完了した0

-4-
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第2節報告書作成の経過

第 2節報告書作成の経過

平成23年4月から、発掘謂牡担当者 1名が岡山県古代吉備文化財センターにおいて報告書作成作業

を実施した3 出土遺物の洗浄・ 注記は現場事務所で終了していたので、センターでは出土遺物の接合・

復元及び追物の抽出と実測を行った，遵物実測図の浄占、遺構図面の整理・下図作成・浄占は調在員

が行った3 遺物の掲載については、土堀出土で、その中で最も新しい遺物を中心に掲載している。溝

1の陶磁監については、占い時期の溝（溝 1A・B)埋±出±と断定できた遺物を中心に掲載した3

般も新しい溝（溝1C)埋上とその上層の造成上から陶磁器が多数出上しているが、そのほとんどは

包含層出土遣物として扱っている 0

平成20年度（確認調査）

平成20年

第 3節

4月24ti (金） 発掘資材搬人、謂査開始

5月2日（金） 調査終了

平成22年度（本発掘調査）

平成22年

10月1日（金） 発掘調査事業開始

10月6日（水） 発掘資材搬人、 1区及び2li西

調杜開始

12月7日（火） 1区遺構全屎写貞撮影、 2区西

調杏終了

（氏平）

日誌抄

12月10日（金） 2区調査開始

平成23年

1月26tf (水） 埋蔵文化財専門委員現地指導

2月3日（木） 2区近世追構面全景写真撮影

2月19日（土） 現地説明会開催

3月4日（金） 1区調査終了

3月10日（木） 2区調査終了

3 月 31 日（水~） 発掘調査事業終T

平成23年度（報告書作成）

4月1日（金） 報告占作成事業開始

9月30日（金） 報告書作成事業終了

第 4節 発掘謂査および報告書作成の体制

平成20年度 岡山県古代吉備文化財センター

岡山県教育委員会 所 長 藤川洋二

教育長 門野八洲雄 次 長（総務課長事務取扱） 小林 勝

岡山県教育庁 犬多 事 岡m 博
教育次長 岡野健一 ＜総務課＞

文化財課 総括副参事（総務班長） 杵林一憲

課 長 口村 修 Cf: 任 福池光修

参 事 木山潤郎 主 任 中島 忍

宍多 事 田村啓介 ＜調査第一課＞

総括副参事（埋蔵文化財班長） 光永真一 課 長 中野雅美

主 任 小岨善邦 総括副参事（第一班長） 宇垣匡雅

ギ． 事 平井利向 キ． 事 和田 剛

（確認調脊担当）

-5-
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平成22年度 （発掘調査担当）

岡山県教育委員会 主 事 二輪宜生

教育長 門野八洲雄 （発掘調査担当）

岡山県教育庁 平成23年度

教育次長 堺本好孝 岡山県教育委員会

文化財課 教育長 竹井 T伸：
課 長 田村啓介 岡山県教育庁

宍多 市 光永真一 教有次長 阿部淳二

総括副参事（埋蔵文化財班長） 宇垣に雅 文化財課

主 任 米田克彦 課 長 村木生久

主 事 一色 武 ゲ多・ 事 光水真一

岡山県古代吉備文化財センター 総括副参事（埋蔵文化財班長） 宇垣匡雅

所 長 児｛て井克一 主 任 石田為成

次 長（総務課長事務取扱） 片山泊司 キ． 任 一色 武

夫多 事 巾野雅美 岡山県古代吉備文化財センター

＜総務課＞ 所 長 平井泰男

総括晶ll参市（総務班長） 上田利弘 次 長（総務課長市務取扱） 片山浮司

ギ． 任 植木寿美了・ 参~ 事 中野雅美

主 任 越野 忍 ＜総務課＞

上 任 行守約利 総括副参＊（総務班長） 上m 利弘
く調査第二課＞ 主 任 植木寿芙子

課 長 大橋雅也 ］： 任 行守智和

総括主幹（第二班長） 柴田英樹 ＜謂杏第二課＞

（発掘謂杏担当） 課 長 弘田和司

主 幹 氏平昭則 総括主幹（第•班長） 渡滋恵里子

（発掘蘭査担当） J:: 幹 氏'V・ 昭則
主 任 小岨善邦 （報告書作成担''r)

文化財保護法に基づく提出書類一覧

埋蔵文化財試掘・確認調査の報告

文，「渭番号 ),'Jt且・
利判［および名秘 所{tJ也 1I hni閏i) 肱因

包政）也
啜白竹 I jll当行 I ！り111',JII f寸 !,'d知外 r)i」!!l(

岡古調
虻洛跡迫 岡山庁北区南Jn

げ］山そ法の務他総廷合物庁令）
岡l廿Il県l占代占備

利田 I乱j I H20 4 24 -冷lo号 拮l灸LI
南方跡 l『8-42ほか

60 有 文化センター
H20 5 12 所K 腟JII汗—

H20 5 2 

埋蔵文化財発掘の通知（法第94条）

岡番山号阻H文卜コl 師類および名称 所在地 面(m積l H的 通知者 期間 I 土な勧岩手珀

敦文埋
虹洛跡 岡lり市北区巾方 1 その他廷物

国土交迎省中固池}j柏伽局
H21 l頃～

第4SO号
南／」追跡 丁ビ 8-123

,I'l40 91 
11・ 庸且江務総合lj舎）

岡山呂箱事務Nr 4、定 発掘調介
H22 7 lS 所長綿本香法

埋蔵文化財発掘調査の報告（法第99条）
閻山県文井

種類および名称 所{t地 巳｝ 掠I人I 祖告者 柘当者 期柏l
岱号 U付

岡古調 岡叫閲由古代:,'罰
槃m炎樹

第74号 集落跡追 岡止市北区面Jn
公，050 I閏止そ法の務他総建合物庁令） 文化 センター 氏平昭則 I H22101 -
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第 1節

第3章 発掘調査の成果

第 1節 調査区の概要

調査区の概要

調査区は、建物建築部分に設定し、渡り廊下でつながる南北棟間約4mの帯状部分を挟む形であ

る。確認調杏T3付近は確認調杏以降に設計が変更になり、調行対象外となった C

聞杜区の士層は、地表から深さ 1-l.8mまで第 I層の戦後と現代の造成士が存在する。 その下に第

II層の江戸時代後半の武家屋放に伴う造成tが存在する。調査区西壁で厚さ0.9mと顕著だが、確認調

在トレンチより東はほとんど残っていない， その下標高1.7-2 mに、第11I一 1、2層の灰色シルト～

微砂層が存在する。中世～江戸時代前平の包含層で、水田居の可能性が高い。

黒色シルト～微砂からなる弥生時代中期

その下に第皿ー 3層の

400cm 

包含層がある C さらに掘り下げると、色閣

が肯灰色を帯びて砂質が強くなり、標麻 1 300cm 

m前後で粗砂の湧水層に達する＂ （氏平）

1
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第6図 検出遺構全体図と土層柱状図 (1/600・ 高さ1/100) 
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弟3章 発掘調査の成果

第 2節 江戸時代の遺構と逍物

ー 概要

汀．戸叶代の遺構は、井戸2甚、土堀34甚（内本文記載は29甚）、溝3条、杭列3基である。溝lは

改修により大きく 3時期に区分できる。最も占い溝lAは2区から 1区へ直線に南北に延びるが、次

X-147250 

芝
〗

ー
ハ

ii¥|_丁

溝1

士13

,/ A 佐圧
4
ー

ー土

X-147270 

Y
'
3
7
4
5
0
 

゜杭30'.  
〗
口
さ
,6 

犀＼
X-147300 

゜
10m 

Y
ー

3
7
4
2
0

第7図 江戸時代遺構全体図
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弟2節江戸時代の遺描と遺物

の石垣を伴う溝1Bからは 1区北端で東に折れる。 2区の溝2は溝1に直交して合流し、溝3は溝1

の東側に並行する。杭列は 1区北端に杭列 1、2区南西端に杭列 2、2区東側に杭列3といずれも東

西方向である溝4は溝3と同様東西方向の溝であろう。上壊は 1区東の土壊4-6が溝1Bより古

く、残りは溝 1の東西に位置する C (氏平）

2 井戸

井戸 1 (第 7-10図、巻眼図版3、

図版 1・6)

1区北西部に位置している石組みの

井戸である。内法は長軸80cm、短軸72

cmの円形を呈し、検出面からの深さは約

210cmを測る"井戸底には主に 2-3cm

大の河原石が約20-30cmの原さで敷き

詰められていた3 この敷石層から上層

は、井戸廃棄時の埋め土であり、遣物の

多くはこの埋め土中から出土している。

井戸掘削地点の十層推柏状況は、検出

~ 
~ 

rn 
3
 

□門二
4 

¥
5
 

涵

二］

゜
10cm 

゜
1m 

7 

1 黒褐色 (lOYR4/2)粘質微砂

黄灰色 (2.5Y.'i/l)粘箕微砂等のプロソク上混

2 2~3cm大の詞原石と粗砂の層

第8図 井戸 1 (1/30) ・出土遺物 1 (1/4) 
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第3章発掘調杏の成果

~
 こ
， 

こーコ~ r 1\~ 二□□
11 12 

13 14 
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ーロ □ゞ□
=7 17 

16 

c:p 
18 

20 

ご□／
21 

22 

23 

26 

文：ロ
30 
二

28 31 

[
 
ニロ r 

`—~ ＿ 

32 

33 

゜
10cm 

第9図井戸 1出土遺物2 (1 /4) 

面から標高0.4m付近までが粘質上であり、それより下層が細～粗砂であった。この砂層中の標高O.lm

付近から湧水が認められる。井戸掘り方は長軸321cm、短軸225cmの長楕円形を里している。南側にテ
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第2節 江戸時代の遺構と遺物

口 ロ
9:
 

r-

◎ 
0 5cm 

一
C1 

゜
10cm 

第10図井戸 1出土遺物3 (1/4・1/3) 

ラス面があり、そこから標高約ーO.lmまで急角度で掘削されている。石組みは井戸掘り方底而に径約

10cm、長さ約50cmの丸太材を五角形に組み、 その 卜に最下段の石を据えて作られている。なお、丸太

材は石積みの自面で地山内に沈み込んでいた。石組みの裏込めは、最下段から 2-3段目付近、つま

り周囲が砂層である高さまでは2-3cm大の河原石で行い、そ

れより上層は井戸掘り方掘削時の排土を使用しているようであ

る。裏込め土からは遺物の出土がほぼ皆無であった。出士遺物

から、井戸の廃棄時期は18世紀末-19世紀と考えられる。

（小嶋）

井戸2 (第7・11図）

2区西側で、土漿18と頂複する。当初土壊18の一部と考えて

いたが、掘り進めていく段階で土堀18と埋土が異なり、より新

しい遺構と認識した。埋土は第2・3層が基盤と似た土であっ

た。掘り方の底面は砂層に達し、掘削後は湧水があった。出十．

逍物は染付猪口、備前焼陶版など少呈である。この井戸は、 土

壊18の後、 19世紀半ば以降に理没したと考える。 （氏平）

3 土堀

土堀1 (第7・12図、図版6)

1区西端で検出した土堀で、井戸1の南東に近接する。遺構内

の北東部分はコンクリートパイルによって損壊している。検出

面での掘りがド面形は隅丸方形を星し、一辺400cmを測る。北

東部分の検出血卜40cmに平坦面が形成され、 南西部分には平面

-11-

170cm 

0 1m 
~ 

1 にぶい黄褐色 (lOYRS/3)細～祖砂

2 灰黄褐色 (lOY郎 /2)粘灯細砂

3 灰色 (2.SY4/1)粘質糸lll-粗砂

第11図井戸2 (1 /30) 



第3章発掘調査の成果

200cm 

／｀  ゜
4m 

オリープ灰色 (2.5G5/l)芥ll砂基盤層粘tブロ ック含む

rn亨
~m ~o~~ 
第12図 土堀1 (1 /80) ・出土遺物 (1/4・1/3)

200cm 

髯
4m 

1黒褐色 (25Y3/1)粘質紐～粗砂腐植土含む

2)火色 (7.5Y4/l)シルト～微炒

3 灰色 (7.5Y5/l)細～租砂

4 灰色 (7.5Y5/l)シルト ～泊',±.

'---...--ヒ-—
38 ~ 

二ニニ
39 

三
40 

41 

＼ 
42 

~ ロロ
45

氏ぶ石

43 44 

゜
10cm 

46 

第13図 土堀2 (1/80) ・出土遺物1 (1 / 4) 
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弟2節江戸時代の遺描と遺物

~ 51 

49 

戸―-=- I~
50 

O 10cm 

W3 

口
＿＿―

-

＿
 

賛
月
ク52 

第14図土堀2出土遺物2 (1 /4) 

不整形を呈する深くなる部分があり、検出而からの深さは86cmを膳る。逍構内の埋土は粗砂で、出t

追物は少屎であった。 37は陶岱椀、 M2は真鍮製の煙怜である。追枇の時期は18但紀後半-19但紀前

平と考える 0 (柴m)

土堀2 (第7・13・14図、務頭図版3、図版6)

1区,,,央で検mした上堀である e 上壊 1の東7mに位置し溝1の西に近接する C 検州面での掘り方
平川i形は東西方向に長い長方形を兄し、長辺463cm、知辺383cmを訓る。 2枯の土堀が並列するような

形態であり、検出面下26cmの中央部分が上手状になる。東西の底面は平坦で検出面からの深さは77cm

を測る。南東隅から西への延長線卜．には長さ150cmの杭列が施されている。

磁器では皿38・42、輪花皿39、仏飯岱40、水滴41、陶岱では椀43、鉢44、皿45、揺鉢46-48、壺

49、船50、上師器では関西系の姑烙52を図示した。 41は青海波の上を跳ねる兎の意脈が施され、底部

内面には布Hが残るい士瓶51は玩具で底部外面には黒書が認められる＾内面朱塗りの漆椀W3の外面

には丸に三つ柏の家紋が銀泥で施される。遺構の時期は19世紀代と考える。 （柴田）

土堀3 (第7・15図）

1区中央で検出した土堀である C 土堀2の北4mに位閻し、溝1の西に近接

する。検出血での掘り方平血形は長方形を呈し、長辺110cm、短辺90cmを測る。

埋土,,,からは陶器lli153、土師器lli154の他にシジミなどが出士した。遺構の時期

は18ttt紀後半-19ttt紀代の可能性がある C (柴川）

土堀4 (第7・ 第15図、図版 1・6)

1区東側で、消1B構築時の追

成土で埋められていた。埋±は基

盤層よりかなり砂質が強い上の

単屈である C 土欺5・6など周辺

の土堀と一連で、時期もあまり変

わらないと考える。出十．逍物はM

30)煙管雁首だけで、その形状は

17世紀後半~1s世紀初頭に位四

づけられる C (氏平）

ーロ〗
180cm 

疇
0 1m 一

/
5
3
 文＝
54 

0 5cm 一1 オリープ黒色 (SYS/1)粘質細～粗砂

2 灰色 (5Y6/l)粘質微～粗砂

180cm 

量
O 1m 一賠 lり灰色 (584/1)細～料I砂

I 

、~主30
I 

O M3 5cm 

一第15図 土堀3・4 (1/60) ・出土遺物 (1/4・1/3)
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$3章発掘調査の成果

土堀5 (第7. 第16図、図版 1)

1区東側で、溝1B構築時の造成上で埋められ

ていた。埋上は土壊4・6と類似する土であり、

それらと一連で、時期もほぼ同じと考える。出土

追物はごく少鼠で、陶器椀55とほぼ完形の56士師

器皿があるこ 55は全而施釉で畳付に三か所の砂H

があり、 17但紀前半の唐津焼であろう。 （氏平）

土塘6 (第7. 第17図、図版 1・6)

1区東側で、溝1より古い。埋土は土渡4・5

と類似する方形の掘り方で、璧面も垂直に近い。

北側は調査区外になる。 t壊

ー
ー
＼
―ヽ

180cm 

昌~
0 1m 

一咤青灰色 (5134/1)細～粗砂

＼ 
55 

~~ 

56 
0 10cm 
~ 

第16図 土堀5 (1/60) ・出土遺物 (1/4)

4・5など周辺の十蒻壊と一連

で、時期も同じと考える。出±

逍物は少鼠で、染付．陶磁器

片、丸瓦などがある。 C2は

±製鋳刑で、溝1C25の土製

鋳型と組み合うが、内型部分

の大きさは異なる。内型、つ

まり製品の形や大きさは異な 0 1m 

るが鋳型の大きさは同じこと 賠加灰色 (584/1)細<fll砂

が想定できる C (氏平） 第17図 土壊6 (1/60) ・出土遺物 (1/4・1/3)

土堀7 (第7・18・19図、図版1・6)

□[  
190cm 

亡ゴニマ°
57 

ヽ：し夕

疇
C2 

゜
10cm 

1区中央で検出した十一娯で、溝3を切ってい

るn 土堀3の東7mに位置し、溝1の東に近接

する。検出面での掘り方'V・面形は不整楕I'J形を

兄し、長辺520cm、短辺428cmを測る Q

掘り方断面は西側ですり鉢状を旱し、検出而

からの深さは72cmを測る。底面は東に向かって

緩やかな傾斜を持ちながら階段状に浅くなり、

ト端の幅も東に向かって段階的に狭くなる。掘

り方の北縁と西縁には、沿うようにL字形に杭

列が施される C

磁器ではlill58、猪口59・60、椀61、陶沿では

椀62、皿63、餌入れ64、瓶65、備前焼では匝

鉢66、花v.67、甕68、拙鉢69、甕70、土師閤

・。

200cm 

曇
では焙烙71を図示した。 60は体部から口縁部が

まっすぐにのびる。 62は刷毛目文様が認められ 陪灰色 (l¥'3/0)粘質上

る。 65は灰釉がかかり、内面には同心ドl文の当 第18図土堀7 (1 /80) 

0 4m 
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弟2節江戸時代の遺描と遺物

吋＝
58 

UJ 
59 

ill 
60 

口

二〗
『

二
[

61 

二

62 

64 

65 

［―{戸麟鵬
6 

68 

0 10cm 

"''=  

胃□
~ ,,l:J 

W4 

ロ

"'"  .. つ 且 [
 70 

0 10cm 一一—~--=三□ 7 
W5 

゜
10cm 

71 

第19図土堀7出土遺物 (1/6・1 / 4・1 /3) 

て具痕跡が認められる。 71は口縁部が外へ屈曲する瀬戸内系の焙烙であるcC3は陶製人形で欠損部

分が多いが猿とみられる。 W4・5は杓子でW4は黒冷りである。

62・65のような時期がやや古い遣物も認められるが、その他の遺物や溝3との切り合い関係などか

ら逍構の時期は18但紀後半-19世紀代の可能性がある。 （柴田）

土堀8 (第7・20図）

1 12{東側で検出した上堀で、上堀9を切っている。上堀7の東2mに位間する C 検出面での掘り方

平血形は方形を星し、一辺186cmを測る、〉検出面からの深さは浅く 20cm程度である。出土遺物は鉄滓

MNK-5 (付載1参照）ほかで少量であった。追構の時期は19世紀代の可能性がある。 （柴川）
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$3章発掘調査の成果

200cm 

曇
0 1m 一オリーブ焦色 (7.5Y3/2)粘性砂質上

第20図土塘8 (1/60) 

土堀9 (第7・21図、

図版1・6)

1区東側で検/l'rし

た土堀で、土塙8・11

に切られる掘り方平

面形は長方形を星し、

長辺710cm、短辺192cm

を測る。底面はほぼ'V・

2 200cm 

冒言董重
゜

2m 

73 

『

9

口

受~6

72 

74 

゜
10cm 

1 U出り灰色 (lOBC1/l)砂'['[I. 

2 賠緑l火色 (1OGY4/1)札竹土

坦であるが、南側半分

がわずかにくぼむ。埋土は灰色を旱し、周囲

第21図 土壊9 (1/80) ・出土遺物 (1/4) 

のt堀と異なる。出t逍物は少星であった。

附路では皿72、備前焼の揺鉢73・74、下駄

W6を図示した。追構の時期は17世紀後平以

降の可能性がある。 （柴田）

土壊10(第7・22図、図版 1)

1区東側で検州した上欺で、土壊11に切ら

れる。平面形は楕円形を呈し、長径140cmを

測る。検出面からの深さは34cmを測る。断而

形は皿形を早する。

磁器皿75、軒丸凡76、平凡77、櫛W7を図

ホした n 77には花形の打刻がある。遺構の時

期は18世紀後半以降の可能性がある。（柴田）

土堀11 (第 7·23~26図、巻頭図版 3·4 、

図版 1・6・7)

1区東側で検出した、平面が方形の土堀で

_ 32 4 5 200cm 

ー0 1m 一1 灰色 (10Y4/l)粘性炒賃上2 黒褐色 (10YR3/l)粘質十.

腐植上合む

3 灰色 (10Y4/l)粘1刈砂質 I.

4 灰色 (10Y4/l)粘忙砂質十.

5 灰色 (10Y5/l)粘性砂質上

6 灰色 (10Y5/l)粘性砂質土
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第22図 土堀10(1/60) ・出土遺物 (1/5・1/4)
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弟2節江戸時代の遺描と遺物

ある。煎而は比較的まっすぐに掘り込まれ、底而もほぼ水平である。土堀9・10と切り合い関係があ

り、平面で検討した結果、上壊9・10より新しいことがわかった。埋上は検出面から骰大50cmの深さ

で残り、細～粗砂と円礫と有骰物が混ざった土であった。

出土遺物は今回調査の土堀中最も多く、整理箱で9箱分になる。磁器は染付が多く、器形では広東

碗78-80、端反碗82・85、深めの筒丸椀87・88、文様は簡略化された見込みの松竹梅93・96があり、

19世紀前半～中頃の特徴と言える。さらに、 80・83・84・88・89・91・93・95-97・99は焼継で

補修されているこれらの中に焼継素材を用いて裏面に数字を書くものがあり、 83は「二六J、84は

「三九」、 91は 9一九―．十」、 95は「カ―七」と読める。 93・99の裏面の文字は赤色である。 98・100

の1IIl は蛇ノ目凹形の高台で、 100は索地がにぶい黄橙色である，，肯磁• 白磁は数が少ない。青磁植木

鉢105はおそらく兵庫県の二田青磁であろう施釉陶器で

は、椀の他十．瓶、鍋、灯明具などがあり、椀112は信楽産

である， 142は箱庭道具の庭園片で、 3あるいは4脚にな

るものであろう。 C4は人形で陶質、透明釉が掛かる。焼

締め陶器では、揺鉢132は備前焼、 133は堺• 明石系であろ

う。 132は19川紀前半に位置づけられる。瓦質混炉141は二

口になるもので、向かって右側 1/4が残存していた C 焚

き口を卜．にした状態で、側面に「三谷様J、改行して「ヒ

（以下不明）」とヘラ書きされている類似の樹炉は香川県

郡家一里塚遺跡などに出土例があり、徳島県例を調べた日

下正刷氏によると IIIA類に分類され、 19世紀中頃以降に見

られるは）。

これら遺物から、この土煽は19机紀II IE頁以降に埋没した

200cm 
• 一9

゜
2m 

烹色 (10YR2/l)砂質+

可能性が高い。 （氏平）
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註 日1く止剛 徳島城臼り出土の土製火鉢• 規炉類」『論集徳島の考古学』 2002
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弟2節江戸時代の遺描と遺物
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弟2節江戸時代の遺描と遺物

土堀12(第7・27図、図版1)

1区南端で検出した上堀で、南側は 1・2l2<:境

の上了内で謂査できなかった。掘り方は断面がほ

ぼ椀形であるが、壁面・ 底面は間凸でイヽ・整形であ

る。士層のうち第 1層は細分可能で、東側に有機

物を多く含む部分があり、東から西へ順に埋まっ

たように見える。第 2屈は均質な粘土である D 出

上追物はあまり多くないが、染付の端反碗143は

焼継の補修があり、裏面に「二二」と因かれてい

る。 147は底面に黒書があり、 148は陶器椀で染付

がある。備前焼は小壺150、鉢154、匝鉢151・152、

皿153などである。＋＿壊の埋没時期は19世紀前半

以降だろう C (氏平）

240cm 

量
゜

2m 

1 用褐色 (10Y2/2)砂質十 層下血に有機物堆栢

2 戟灰色 (25Y4/l)粘土

玉
144 

ロ ー
伍“”
, 

143 I ¥ 

~ y r(t~、口 LJf.J
147~ フ 贔砂

145 
146 

uJ 
149 

150 

゜
10cm 

153 W9 

154費9
第27図 土堀12(1/80) ・出土遺物 (1/4) 

土壊13(第7・ 第28図）

1区而端で検mした、平面も断面も不整形の上壊である C 南側は謂査区外のため間査できなかった。
埋土は有機物を多く含む黒色の土である。上部が削平されているためか、出土遺物は少量であった。

図示以外に染付、白磁碗、肥前陶器の刷毛目片、備前焼拙鉢• 甕片、土師閤などがあった。染付碗155

は端反碗で、染付皿157は銘款などより18世紀後半に位岡づけられる 3 また揺鉢162は内面胴部のスリ

メを見込みで止めている（う明石・堺系の揺鉢であろう。逍椙の埋没時期は、 155などより19世紀前半

以降であろう。 （氏'11・)
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210cm 

、廿褐色 (10YR3/l)粘ヤI砂忙 I:

162 

土壊14(第7・ 第29図） 可~\
160 

冦
163 

0 10cm 
164~ 

1区南東端で検出しな調査時の

側溝で東• 南側を掘削したため一

部失われるが、南北は約2.2mを測

る。土層の第 1層は検州面と類似す

る土で、第2・3層は有機物を多く

含む黒色系の十．で、第4層は基盤層

と似た土であった。逍物は出土して 第28図 土塘13(1/80) ・出土遺物 (1/4)

いない D (氏平）

土壊15・16(第7. 第30図、巻頭図版4、図版7)

2区西端で検出した、楕円形の土堀である。 2つの土堀とし

て別々にして扱ったが、元は•体の士壊であった可能性が高

い。埋tはおおむね東から西へ堆梢し、第 1-3層が黒色系

の有機物の多い土、第4・5粕が甚盤層に似る均質な砂質土で

あった。出上追物は、上壊15からの出上追物が多いものの全体

として少屎である。図示したのは土堀15出上遺物で、掲載遺物

以外に白磁碗、陶器肥前刷毛目皿、備前焼揺鉢片、上師器灯明

冊などがある碗165は赤• 金を用いる色絵である。馬の絵な

どを金で輪郭線を描いている。染付碗166は土堀17出土のもの

と接合しだ埋没時期は19但紀前半以降であろう 0 (氏平）

土壊17・18(第7・31図、巻頭図版4、図版7)

ヽ了 ―--

',_ ___,,~I 

~-

2 3 4 

0 1m 

1 褐色 (10YR4/4)炒竹上

2 黒褐色 (2.5Y3/l)粗砂

210cm 

3 オリーブ児色 (7.5Y3/l)粘TlI: 
4 オリーブ灰色 (10Y4/2)粘贋上

第29図土堀14(1/60) 

2区西側で検出した、桁円形の土堀である。切り合い関係があり、土燦18が土牒17より祈しい。土

塙18の埋上は西から東へ、上J廣17は南から北へと堆梢している。埋上は全休として有機物・礫を多く

含む層であるまた、±堀18の東岸には複数の杭を確認した。出土遺物は土城17が1袋分、土城18が

整珂箱中 2 箱分になり、染付碗、陶器の徳利• 鍋• 椀、備前焼0) 屈鉢• 陶板・拙鉢・甕があった。備

前焼甕170が上堀17出上で、残りは上堀18出上である。上製品では人形が多く、彩色したC8・C9、

施釉のC11、焼締めC10、土製のC12などがある。 C13は白磁で紅皿のミニチュアであるし染付蓋

169には焼継があり、それより追構の埋没時期は19世紀前平以降と判断した。 （氏'V・)
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弟2節江戸時代の遺描と遺物

土堀19(第7・32図、巻頭図版4、図版2・8)

2区の中央部に位閥している C 南東隅の板材は後世の削平により残存していないが、長さ約2-3

m、輻30cm、厚さ約10cmの板材が丸太杭によって壁面に固定されている。謂杜前の客土除去時に残存

している板材の上にも板材が存在していたことを確認していることから、壁而全体が板材により枡形

に囲われていた士堀と思われるただし、底面に板材等が敷かれていた痕跡は確認できなかった。板

材に釘や銹等の痕跡が認められないため、杭によって四方の壁而に固定されていたようである C 東辺

南端に東側へ約80cm四方掘削されている箇所が見られるが、この土堀に伴うものか判然としない。土

壊底面上には粗～細砂が堆積していることから、洪水

により埋まったため廃棄された可能性が考えられ、そ

の時明は18柑紀II tE汀以降である （小嶋）

土壊20(第7・ 第33図、図版2)

2区の中央に位囲する、方形のt堀である）溝3よ

り新しく、土堀23に切られている検出面からの深さ

は約lmを測り、今回検出した上墟の中で最も深い上

壊である堀り方の北西と南西隅には段を設けている。

また、掘り方南東側上方に杭を 1本確認した。埋土は

第1層に洪水に伴う可能性の靡い粗砂層、第2-5層

は砂混じりの粘質土層で有機物は含まない。第2-5

隊の区別が困難で、同時に堆積した可能件が高い。出

上追物は少ないが、染付、陶器椀・器、備前焼甕．拙

鉢、平凡・丸凡凡当などがある。 W12は曲物の底、 M

9は包Tである。遺構の埋没時明は、 180などから18

世紀後半-19世紀前半だろう。 （氏平）

土堀21 (第7・34図、図版8)

2区の東側に位岡する、南北方向に楕I1J形が 3つ雨

なる形状の土堀である。中央より北側は建築物枯礎に

伴う撹乱があった。珊上は灰色系砂層の 1層である J

出土遺物で図示したうち184とC14は北側撹乱

中、他は南側から出土した。土堀の南側からは、

図示以外に架付碗、肥前陶器刷毛H椀、青磁鉢

などが出上している。追構の坪没時期は18世紀

後半~19 但紀前半だろう。 （氏平）

土塘22(第7・35図、図版2・8)

2区中央部に1立箭し、上而を土域19によって ― 

削平を受けている。平面形は長さ444cm、幅296

cmの長方形を旱する。当初、上堀19と一連の追

構と考えていたものの、断血観察等により、土

壊19以前のものであることが判明した。

200cm 

゜
4m 

1 禎褐色 (2.5Y5/4)粗砂

2 贄灰色 (2.5Y4/l)粘竹微砂

3 オリーブ黒色 (5Y3/2)粘竹微砂

4 出褐色 (2.5Y3/l)粘竹微砂

5 焦褐色 (2.5Y3/2)粘質微砂
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i' :1,・I I 11 ! r 111111n 11 
W12 o 

M9 

10cm 

第33図 土堀20(1 /80) ・出土遺物 (1/4・1/3)
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$3章発掘調査の成果

第1層の細～粗砂は、洪水起源によるものと思われる。

出上L器から、 17世紀代の時期が与えられ、切り合い関係とも矛盾

しなし＼ （小嶋）

土漿23(第7・36図、図版2)

2区の中央に位罹する。士塙19・20と切り合い関係があり、両士堀

＼ ） 己
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第34図 土壊21 (1/80) ・出土遺物 (1/4・1/3)
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第35図 土堀22(1 /80) ・出土遺物 (1/4)
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O 1m 一第36図 土壊23(1 /60) ・出土遺物 (1/4) 



第2節 江戸時代の遺構と遺物

より新しい。東西の壁面はほぼ垂直に近い掘り方である。士堀19と切り合う部分では、土壊19の側板

最下段は立ったままで、その側板の一部と見られる板材が折り雨なって堆積していた。土層は第 1. 

3 緑灰色砂層に第 2 層の黒色砂層が挟まれていた。 出土遺物は図ホ以外に染付広東碗、陶器椀• 灯明

Jlllなどで、 遺構の埋没時期は19世紀前半だろう。 （氏平）

土堀24(第7・37図、図版8)

2区の東側に位置する。東側は建築物基礎

に伴う撹乱で切られる。上層は黒褐色を呈す

る砂層である。出土遺物は少慨で、染付角皿

185、陶器角皿186がある。W13は黒漆地に

赤漆で桜紋を描いた椀である。図示以外で染

付、陶器、備前糀片などがあり、 遺構の埋没

時期は19世紀前半か。 （氏平）

210cm 

璽
0 1m 一黒褐色 (2.5Y3/l)粘質:fll砂
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第37図土壊24(1/60) ・出土遺物 (1/4) 

1 黒褐色 (2.5Y3/l)粘fi細砂
2 黒褐色 (2.5Y3/2)細～粗砂

3 患褐色 (10YR3/l)粘質微～細砂

4 灰色 (7.5Y1/l)細～序ll砂

5 暗灰黄色 (25Y5/2)細砂

6 オリープ黒色 (5Y3/l)細～粗砂

7 拡色 (N3/0)粘質微砂

8 褐灰色 (10YR4/l)細～粗砂

9 鼓灰色 (2.5Y4/1)粘質微砂
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第38図 土堀25(1 /80) ・出土遺物 (1/6・1/4)
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土堀25(第7・38図、図版3)

2区南側中央部に位岡しており、上堀28に東辺の上部が削'V・されている。南側が調査区外のため令

休形は不明であるものの、輻90cmの長方形を呈すると考えられる。壁面を保護するための構築物と考

えられる、丸太杭によって固定された径約15cm丸太材が東辺に、杭列が西辺に確認された。西辺では

壁面を保護するには検州された杭の本数が少ないが、廃棄時に抜き取られたためであろう〉士堀は一

度埋没したものの再掘削されているようである C

遺物は伊万里焼の大盤194などが出土しており、18世紀後半以降の時期が与えられる。 （小嶋）

土塘26(第7・39図、図版3)

2区南側中央部に位置しており、後述する土墟28により西辺南側を削平されている。また、南側は

調鉦区外のため、遺構の全休形は不明である。士濃11などと同様に、埋士,,,には木片を合む有機物が

多星に含まれていた。出十迅i物から、 18世紀後半以降に院絶したと考えられる 3

土堀27(第7・40図、図版3)

土堀26によって東側が削平されている。平面形は長軸143cm、短軸125cmのやや楕円形を星しており、

（小嶋）

L塙底面にはテラス面が認められる。切り合い関係等から、上堀25から上堀28の中では古い時期のも

のであり、廃絶時期は18川紀後半以前である D (小嶋）

土塙28(第7・41図、図版3)

2区南側中央部に位置しており、周辺の十．堀の切り合い関係においては一番新しい＂長辺 358cm、

短辺260cmの長方形を呈している。西辺には約250cmX 25cm X 10cmの板材が隈面に据えられており、

その板材を固定するため径約10cmの丸太杭が打ち込まれていた。土堀の北• 南• 東辺にも西辺と同様

に丸太杭が検出され、また第5層が板材の裏込め上（東側の第5層が斜めの堆積状況を吊しているが、

これは板材が抜き取られた後に若「の崩落したためと考え

られる）と考えられることから、この士堀は先述した士塙

19と同じく四方を板材によって囲われた枡形を里してい

た考えられる 0 土堀底面には、洪水によるものと思われる

細～粗砂を確認した C
ー
ー
＼
、
一

遺構の時期は、出土遺物や周囲との切り合い関係から18

柑紀後半以降である。 （小嶋）

こ ＼
 

196 

二三
0 1m 一1 出褐色 (lOYRJ/2)粘質上打殺物含む2 緑灰色 (7.5(;Y6/l)粘打机砂炭化物含む

I-=-.._ __ ¥ 

Q 
197 
0 5cm 

一
第39図 土壊26(1/60) ・出土遺物 (1/4) 
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第40図土堀27(1 /60) 
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黒色 (2.5Y2/l)粘質微～細砂

暗オリープ灰色 (5GY4/l)細砂

オリーブ黒色 (10Y3/l)粘竹釧砂

緑灰色 (7.5GY5/l)訓～粗砂

オリープ黒色 (SY:3/1)粘灯細～粗砂

オリーブ黒色 (7.5Y3/l)粘竹微砂

第41図 土塙28(1 /80) ・出土遺物 (1/4) 

土塀29(第7・42図、図版8)

2区南東端に位買する、不整形の±堀である）東側は現代撹乱で切られるが、南壁の断面観察から

東西の長さは 3m以上に及ぶようである。埋上は黒褐色の有機物を多く含む砂層であった。追物は少

白磁瓶201はほぼ完形、備前揺量で、図ポ以外には染付、陶沿椀、備前焼壺、丸瓦瓦当などである。

鉢ミニチュア202は内而にスリメを 1条描いている。備前揺鉢

T 

200cm 

瓢~― l 

2m 

黒褐色 (lOYR3/l)粗砂 有機物合も‘

203は低く底部とつながる麻台を有する。

る。遺構の埋没時期は19但紀前半か。

W14は包rの柄であ
（氏平）

゜
10cm 

201 ⑩后亡ロニO
I W14 I 

第42図 土堀29(1 /60) 
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4
 
溝

溝 1 （第7・43-49図、図版3-5・8・9)

3時期の流路 (A-C) が確認され、最終的には明治期に河原石で埋め立てられた溝である C 後但

の削平等により溝底面付近のみ残存していた。当初は調在区中央部を北から南へと流走していた （溝

A) が、侍屋敷地の区両整理に伴って流路変更（溝B) がなされ、 さらに浚渫工事後に流路確保のた

めの工事（溝C) が行われているふ溝Aは、東眉が溝B・Cによる削平のため判然としない箇所が認

められるが、約2mの輻を測る。素掘りの溝であるが、北端部の西肩に丸太杭が密に打ち込まれてい

た。溝Bは謂杏区北端部を東から西へと流走し、調粁厄中央でほぼ溝Aの流路を踏襲するように南へ

2区の西側壁や 1区南北方向溝の南半部には向きを変えている。伍梢みの側壁を持った溝であるが、

当初から石積みが構築されていない。 また、東西方向溝の北肩Y=-37428付近、南肩Y=-37416付近、

南北方向溝の西肩X=-147260付近、東肩X=-147292付近では石梢みを築く代わり丸太杭を密に打ち込

んでいる。特に南肩Y=-37416付近の杭は、ほかの箇所よりも径が太く密に打ち込まれていたc 石積み

は、後世の削'11・により根石もしくは胴木と胴木前面に打ち込まれた丸太杭のみが残存していたC HI叶木

その他は3本である。溝Cは流路確保のため、は屈曲部西側および北側のみ 2本敷かれ、 2区中央部

で検出されたような、杭を打ち込み板材を固定させた側壁が構築されていたと思われる。北および西

側壁で検出されている石積み前面の杭は廃棄時に板材が抜き取られた後の姿であろう。 しかし、南お

よび東側煎には杭およびその痕跡がほとんど認められず、石積みの側隈がそのまま利用されていたと

思われるe この溝Cで使用している杭の中にはホゾやホゾ穴がある炭化した角材も認められ、焼失し

た家屋の材木を再利用したものであろう。
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W16 
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第49図

追物は整岬箱で35箱以卜出十上している

そのほとんどは陶磁器であるが、獣骨や食

物残滓（魚骨• 貝など）も多数確認された

（小嶋）

溝2 （第7・50図）

2区西側を東西に流れる溝である。底面

の海抜高は東と西で染がなく、

流路方向は不明である。溝1と

の切り合い関係から、滞lBよ

り古く lAと同時に存在したこ

とがわかった。埋土は第 2・3

層が洪水砂と見られる砂層で、

第51位は有機物を含み縞状に堆

積している。平面では、削平の

ため第7屈部分しか残っていな

かった。 m上遺物はごく少鼠で、

W18 

溝 1出土遺物3

z
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溝2

黒色 (25Y2/l)粘質微砂

贄灰色 (2.SY4/1)粘質微～細砂

什機物合む

灰白色 (5Y8/l)細～粗砂

暗灰黄色 (2.5Y4/2)粘質微砂

烹褐色 (2.5Y3/l)粘質微砂

暗灰黄色 (2.5Y5/2)粘質細砂

灰色 (7.5Y4/l)粘質微砂

(1 /30) 
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一:'...、
！ ‘ ヽ
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(...__-! 

224 舎゚ 5cm
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賠青灰色 (5BG3/l)細砂

賠オリーブl火色 (5GY4/l)粘質訓砂

烹掲色 (2.5Y3/l)粘質微砂

第51図 溝3 (1 /30) ・出土遺物 (1/4・1/3)

磁器・陶僻• 土師沿がある。追物からは坪没叫期の判断は難しいが、溝1

との切り合い関係から18世紀前半の可能性が閥い。

溝3 （第7・51図）

（氏平）

1・2区東側を南から北に流れる溝である。

南で平血が方形の掘り方が連続した形で、溝内に 1~2m単位の凹凸が繰

2区側は、特に上堀19より

り返す形状を尼する。埋土は3層に分かれ、第1層は有機物を含んで縞状

s
 

黒褐色 (lOYR3/2)細～平II.砂

第52図 溝4 (1 /30) 

に見える層、第2・3層はブロック状の粘質十をを含んだ層である，）出十遺物は少呈で、皿223は小片で

はあるが唐津焼の溝緑1IIlで、丸瓦瓦当224は揚羽蝶文様の可能性がある。 この溝0)1区側から、包含培

扱いであるが打磁242、白磁243が出十．している。他に染付とt師堺片が出十．しており、埋没時期は17

但紀後半-18世紀前半の可能性が高い。 （氏t・)
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溝4 (第7・52図）

2区北東側にある東西方向の溝c 底面海抜高は2mと溝2・3と比べ高い。南側は調杏時側溝で切

断してしまったため、溝幅は不明である。閣査区北壁の観察では、平面図より東側へも埋上が続くが、

建物基礎の撹乱が激しいため掘り方はイヽ•明である。出土遺物は磁器・備前焼· 陶器・ 瓦片が少量あっ

た。埋没時期はISttt紀後半以降と見ている。 （氏平）

5 杭列

杭列 1 (第7・53図）

1区北東端に位置し、東西方向である。杭は 1列で、 2本が 1組になる部分と 1本だけの部分を繰

り返しているようである。杭間の距離は1.2-l.4m、杭の直径は10-12cm、深さは65cmより深い C t炭

出状況から十．堀5・6よりは新しいと考える。 （氏平）

杭列2 (第7・54図）

2区南端に位置する、東西方向の杭列である 3 杭間の距離は0.6-0.Smで、 1本ずつで 1列を成して

いる。杭は丸太杭で、その直径は4-9cm、深さは骰大72cmであるこ杭は22本確認したが、西側へは

まだ延びる可能性が高い。遺物は伴わず、時期も不明である。 （氏平）

杭列3 (第7図）

2区南東側に位四する、東西方向の杭列である。変色した杭痕跡とピット状の抜き取り穴を検出し、

杭列と認識した。検出状況から、列は2列だった可能性が高い。杭列の範岡は東西18.4mである c 溝

3の埋土を切っている部分があるので溝3よりは新しいと考えるが、遺物を伴っていないので時期は

不明である （氏'V-)

6 包含層出土追物（第55図、図版9・10)

図示した逍物の内、明らかに逍成十出tと

認識した遺物は水滴227、鋳型S3、日薬ビ

ンG3、おはじき G4である。 G3は参天堂

策閉（現在の参天製槃株式会社）が発売した

大学目薬の瓶で、明治末年から大正初めまで

使川されていたようであるen戸時代以降の
包合層で最も星の多かったのは、溝1卜層に
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第55図 江戸時代以降包含層出土遺物 (1/4・1/3)

堆積した礫層と混在したものである。 225・226・229・C28・C 30・C 31・S 4・M 26・M 27がそれ

に当たる。明治後半に土地区画が変吏されると共に大量の遺物が埋設されている。陶器壺225は破片

となった後「竹内一郎Jさんの名前書きの練習として使用されている。瓦質焼炉229は全体が切株形

をしており、口縁部分に複雑な段差を設けるなど意匠を凝らしている。 （氏平）
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第3節 中世以前の遺構と遺物
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$3章発掘調査の成果

代の可能性がある。弥牛時代中期以前の基盤層J:.で地形測鼠を行うと、 1・2区境西端が最も低く、

2 L{ 南端•東端へ高くなる。弥生時代～古培時代の追構は、おおむね海抜1.8m 周辺に位閻する C 1区

東端は撹乱のため不明だが、 1区南東側と 2区西側で図ホした遺構は全てたわみで、 1区全休と 2区

の海抜1.8mまでは遺構が希薄な低位部である。弥生時代中期では、溝7・8を等高線に沿った形で検

出した。弥生時代後期の追構として士堀30・31があり、その形状は平成16年度調査の裁判所で多く出

土した土城に類似する。古培時代前半では、井戸3とp1を確認した。

2 井戸

井戸3 (第56・57図、図版4・

10) 

2区の南東側に位四する。

埋＋．は周囲と大きく違う色調

の土であったため、検出ぱ容

易であった。掘り方は楕円形

で、断面はU字形である。掘

り方底部はi勇水層に達してい

るが、調査時には水はあまり

湧かなかった。遺物のほとん

どは3層から出土した D 遺物

の位間は、 3層の最も上にW

22、そのドで井戸の中央に

230、230の南側に231の破片

と232が位四する。 230は口緑

から胴部を3/4欠損し、 231も

1/2ほどしか残っていなしヽ。こ

れらとは別に、もう 1個体分

の甕胴部片が存在する。 W22

は白然木の先端を V字状に切

断した加工木で、樹種はヤブ

ツバキとの同定を得た0 230. 

231の胴部外面には煤が付着

するが、器壁は剥羅が少なく

謂整も明瞭である。なお、231

232 

（氏平）

230 

。

231 190cm 

50cm 

1 灰色 (5Y4/1)柑贋土

2 黒褐色 (25Y::l/1)粘土

3 枕灰色 (2.5Y4/1)粘 I. 230 

□
—
ー

1

-
iー
ー
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ユ
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゜
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第57図 井戸3 (1/30) ・出土遺物 (1/8・1/4)

の底部内而には粒状の炭化物が付着している。出土した土器より、この井戸は古培時代前期に埋没し

たと言えよう c （氏平）

3 上欺

土壊30(第56・58図）

40 



弟3節 中世以前の遺描と遺物

..___,,,, I 

/¥¥ 
＇、
I I 

150cm 

200cm 

1

2

3

4

5

 

1

2

3

4

5

6

7

 

一
m
 
c
 

5
 

/233 
゜

褐灰色 (IOYH.5/1)微炒

褐灰色 (lOYH.4/1) シルト～微砂

明貨褐色 (lOYH.6/6)徴砂

褐灰色 (10YR4/l) シルト～微砂

貨褐色 (IOYR.'i/6) シルト

褐灰色 (IOYR.'i/1) シルト

灰色 (7.SY4/l)粘,__シルト

゜
1m 

灰色 (N3/)微砂

焚灰色 (2.5YR6/l)粘竹微砂

灰オリーブ色 (5Y6/2)粘質微砂
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灰色 (5Y5/l)粘質微砂

第58図 土堀30(1/30) ・出土遺物 (1/4) 第59図 土塀31 (1 /30) 

2区東壁で検出した遺梢である（う平血は東西2つの楕円形が核合したような形状で不枢形であり、

底血も凹凸がある。土居浙血では北から堆積したように見えるこ 遺構の掘り方は海抜205cmから確認

でき、底部は粗砂湧水層を若干掘りこんで停止している。遮物は少なく、士器片が 4片で図化できた

のは233のみである。 233では時期判断が難しいが、裁判所調査と同じ弥生時代後期末葉としておきた

しヽ。 （氏平）

土城31 （第56・59図）

確認調杏T3で検出した遺構である。平面は楕円形で、断血は袋状を見する。埋土は第 1層は均質

であるが、それ以外はブロック状の土が混ざった状態である。遠構の掘り方上面は海抜150cmで、底部

は粗砂洲水層に達している。追物は出土していないが、弥生時代後期末船としておきたい。 （氏平）

5
 

4

溝

溝• たわみ

（第56・60図）

2区北内側で検出したT字形の消である。東内方向の溝に収り付く南北方向の溝は、捻中で嫁切れ

湾凹している掘り方の断面形は箱形で、検州面での輻は32cm、深さは8cmを測る 0 埋土から弥生上

器の小片が出土しているが、層位等から遺構の時期は古瑣時代のof能性がある。 （柴田）

溝6 （第56・60図）

2区南西側で検出した東西方向にのびる溝である。掘り方の断而形は箱形で、検出而での幅は27cm、

深さは 8cmを測る。溝5と関連する可能性が考えられる。埋士からの出土遺物は認められないが、層

溝7

位等から遺構の時間は古培時代の可能性がある。

（第56・60図）

（柴田）

2区南東側で検州した東西方向にのびる溝である。楕円形の小穴が述なるが、柱や杭の痕跡は謎め
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第60図 溝5-8・ たわみ 1・2 (1/60・1/30) ・出土遺物 (1/4) 

られないことから溝の底面と考えた。掘り方の断面形はじ字形で、検出面での輻は26cm、深さは 9cm 

を測る。埋上は黒色上で出土遺物は認められない。遣構の時期は弥生時代と考える。 （柴田）

溝8 (第56・60図）

2区東端で検出した南北方向にのびる溝である。周囲に谷状の微地形が認められ、その底部と考えら

れる。掘り方の断面形は皿形で、検出面での幅は56cm、深さは9cmを測る。埋土は黒褐色土で甕234や

石路が出土した。遺構の時期は弥牛時代中期と考える u (柴田）

たわみ 1 (第56・60図）

1区北西端で検出したたわみである。周囲に谷状の微地形が認められ、その底部と考えられる。掘

り方の断面形は1ll1形で、検出面での幅は100cm、深さは11cmを測る。埋士は黒色士で、器壁が暦耗し

た壺235が出十．した。逍構の時期は弥生時代中期と考える。 （柴田）

たわみ2 (第56・60図）

2区南西側で検出した東西方向にのびるたわみである。掘り方の断面形は皿形で、検出面での輻は

177cm、深さは15cmを測る D 埋上は黒色上で、出上遺物は認められない。遺構の時期は弥生時代中期

と考える。 （柴田）

5 包含層州土遺物（第61図、図版10)

中世以前の包合層としては、弥生時代の黒褐色包合層と古代～江戸時代の灰色水田層に大きく分か

れる。ただ、いずれの追物も摩耗しているか小破片で、集落に近接している印象は薄い。黒褐色包含

層出土逍物は弥生時代中期後葉の壺236・ 甕237があり、いずれも 2区南東側で出土した。古墳時代前

期の遺物は少ないが、 2区のp1から甕238が州土した。古墳時代後明の壺239、古代の杯身240、中

世の古備系土師器椀241は2区の西側灰色水田層から、中但の亀山焼甕244は1区西側灰色水田層から

出土しに龍泉窯系古磁碗242と白磁243は1区の溝3から出土したものである。

石器は石鏃•石錐• 石剣がある c 石録は悲部がほぼ直線のS5・S6、やや凹悲のS7-S9、凹

基のS10、凸基のS11がある石剣S13は側縁に磨滅痕があり、 2次的に転用されたことが考えられ

る 。（氏'v.l
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第61図 中世以前包含層出土遺物 (1/4・1 /2) 

写真2 1区作業風景（北西から） 写真3 2区作業風景（南西から）

写真4 現地説明会の様子1(平成23年2月19日） 写真5 現地説明会の様子2 (平成23年2月19日）
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第4章総括

弥生～古墳時代

閥査地点の弥生時代中期では、黒褐色包含層が全体に存在し、これを除去すると甚盤層が姿を現す。

この基盤層上洵抜180cm付近には溝7・8が存在する。これらは微高地の境昇になる可能件がある。地

形測量により、枯盤層上面は 1・212<:境の西端が最も低いことが判明したので、溝7・8の南側に微

誦地が仔在する可能性も考えられる。また、 1区南西端の西壁の土壊について花粉・ 植物峠酸体分析

を依頼した結果、,,,柑～江戸時代前半水田層の皿ー 1・2層で栽焙植物のイネ属の植物珪酸休を多鼠

に検出したのに対し、黒褐色包含層 (m-3層）以下の層では栽培柏物イネ屈の柏物珪酸体が未検出、

という結果が出た（付載2参照）：）黒褐色包合層を水田層とする根拠は薄いと言えるだろう）花粉分析

では、黒褐色包含層はマツ属花粉が増加することから、周辺では伐測が進み、またイネ科やカヤツリ

グサ科の草本は少ないため、調査区は草地というより開けた地点であったと考えられているこ

弥生時代後期末葉では、 2区東端に土堀30、南端に土堀31が存在する。これらの袋状土堀0)用途は、

東隣の岡山地家簡裁判所（以下裁判所と略）建設に伴う発掘調査 (1)で、粘土採掘坑というより『木

製晶に関わる何らかの追構』ではないかとしている。今回の調在でも、袋状十．城の性格を言及できる

第62図 弥生～古墳時代の調査区周辺 (1/3,000)
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だけの根拠は示せなかった。ただ、袋状土堀の分布範岡が裁判所から土堀30より西へは広がらないこ

と、また上堀31より北へも広がらないことは明確になった。

最近の謂針によって南方遺跡の東側微高地の南東端が明らかになりつつある c 岡山市教育委員会が

平成20(2008)年に実施した子育て支援センター建設地の発掘謂査 (2) では、弥生時代中期中葉以前

に掘削された溝SD362が北西から南東方向に流れ、これを微高地と低地の境としている。その南側、

後楽館中高校体育館建設に伴う発掘調査 (2)では、弥生時代前期の北東ー南西方向の溝が新たに確認、

され、前期飴落の南端と意義づけられた。 SD362は幅約3m、前期の溝は幅約2.5mに逹する規模で、

集落にとって雨要な役割の溝であることは明らかだ。いずれも今回の説査地より北側である。

今回の謂脊地点は、弥生時代前期から中期は低位部で、水田域とするにも根拠の薄い状態である。

弥生時代後期から古墳時代前阻においても集落の縁辺であると言えよう。

江戸時代

今回の調査地は旧七番町にあたる。侍屋敷となったのは慶長年間 (1596~1615) からで、池田光政

の治世から番町に侍歴敷が置かれたと推測されている (3J。『備前国岡山城下図』（『慶安城下絵図』慶安

年間： 1648~1652) ではサ・鉄砲屋敷であったが、寛文 8 (1668)年に藩学校の造営に伴い、その用

地内の特17人を六• 七番町に転居させている (3)。その前の六・ヒ番町は従士・足軽組屋敷だった (4)ぐ

宝永5 (1708)年頃の岡山城下絵図「岡山伊勢宮絵図』はさらに40年後の様子を描いているやその後

の文久元 (1861)年の絵図『備前岡山地理家宅一枚図」まではおよそ150年の附たりがある。

今回検出の遺構のうち、最も占い遺構は溝 3 と土堀 4~5·9 であろう。土城 4~5 は溝 lBより占

く、溝3は1区土堀7・20・22・28より占いことが切り合い関係からわかっている 0 これら遺構の埋

百
姓
地

土4・5・6

杉山権兵衛

第63図 ［岡山伊勢宮絵図1 [1708 (宝永5)年ごろ］と遺構配置図 (1/1,000)
絵図は岡山大学付属図書館蔵、それを元にトレース・加筆
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没時期は、出土遺物が少ないため17世紀後半-18世紀前半の幅を見ておきたい。溝3は宝永5(1708) 

年頃の「岡山伊勢宮絵図Jの水路との照合が可能である（第63図）。さらに調査いの平面を消掃して

観察したところ、上堀 7の東側に上色の変色した部分が東西方向に帯状に統いていることがわかった。

仮にこれを溝の痕跡とすると、溝3が方向を変えて東西方向に流れていたことになり、絵図との合致

度合いはさらに高くなる。

つぎに、溝1の最も古い時期を挙げる（溝1A)。溝lAは2区溝2と同時期で、 207-209などか

ら18世紀前半以降の可能件が靡いふ溝lAはlB・lCに切られるため、 2区では西眉付近しか残存

していなかった。 1 I;{の北端部分では、 1 B・1 Cが東へ屈曲しているのに対し、まっすぐ延びてい

る。溝lBは205などより18但紀後半以降に埋没した可能性が高いc 石垣を伴う部分がほとんどだが、

2区西肩に伍垣を伴わない部分がある。 1区南北方向の西肩は杭を密に打ち込むのに対し、 2区の西

肩は杭がまばらである。 2区の東肩の杭を子細に観察すると、杭の深さが50cm程度の杭が多く、 2区

西肩に杭が少ないのは後世の削平のためであると言えよう溝1Cは19世紀前半以降明治時代後半ま

でである。再び素掘り溝となるが、 lBの溝さらえの結果であるとも言える。出土遺物はほとんどが

溝埋め立て時の遺物であろう。

上堀州土遣物は18ttt:紀前半～後半の遺物が多いが、注意すべきは染付等に焼継による補修OJ痕跡が

多く見られることである。焼継は18世紀木に始まり19但紀には広範囲に見られることから (5)、遺物そ

のものの時期にかかわらず19但紀以降の指標になる。また、染付蓋169のような瀬戸• 美濃系染付が

少ない1項向にある。焼継により安価に磁閤が補修でき、購入が見送られていたことが想像できる。

第64図 『備前岡山地理家宅一枚図』 [ 1861 (文久元）年］と遺構配置図 (1/1,000)
絵図は岡山大学付属図書館蔵、それを元にトレース・加筆
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箱4章総括

溝1B・1 Cは文久元 (1861)年の「備前岡山地岬家屯一枚図」の水路と照合可能である（第63図） C

その場合、上堀4-6・9以外の上堀が絵図の屋敷地のどこに当たるかを見ていくと、二谷家に上堀

7・8・10-13、山口家に土堀19-22、河似家に土壊15-18、杉山家に土壊29、信濃守殿衆に土堀

1・2、瀧本町分に土堀25-28が位阿することになる。土堀の性格だが、土堀19と28は方形の掘り方

の内側に板を梢み、杭で固定している状況が確認でき、穴蔵でないかと考えたぐ穴蔵は地下に掘った

穴の壁而を板などで固定し蔵とするもので、天井は板材で益をして、火災に備えた避難場所であった。

土蔵に対し安価に構築でき、江戸では18世紀以降町屋• 武家屋敷に係わらず閉敷に備わるようになっ

た (6)。他に上堀6には杭が伴い、上壊20も方形の掘り方を持っており、元来穴蔵だった可能性がある。

溝• 杭ダrJでは、溝 4 は二谷• 山II家の坑付近、杭列3が山II・ 杉山家の境付近、杭列2は河原家南

端の境付近に位置するつ杭列 1については、絵図と対応するかどうか断言できないっ溝4と杭列2. 

3は厳密に絵図と一致しないが、その位岡からおそらく屋敷の区画に関係する逍構と見ていいだろう。

近世遺構から出+.した獣・魚骨について、岡山理科大学の富岡直人氏に同定を依顆した（結果一覧は

付載4)。魚類ではスズキ、マダイ、クロダイ、マゴチ、スッポンが出土し、食物残滓ということだっ

た。獣類はニホンジカ、ニワトリ、イノシシ類が食用、イヌ・イエネコは愛玩用であろう。イヌの内

溝lJ'il,上の 1 頭は休骨のほとんどが•括出上し、埋葬された可能性が高い。その他は周凹に生息して

いたのではないだろうか。また、ニホンジカ骨に残された痕跡から、それらがイヌの餌あるいは遊び

道具になっているという指摘があった，9

さらに、近世遺構から出土した種子の同定を行った（結果一覧は付載3)。樹木では、ウメ、モモ種

fが多数出土し、食用として定着していた。サクラ、キイチゴ、サンショウ、ヤマグワは食用で、マ

ツ、ハンノキ属は｝胡囲の植樹である。箪本では、ウリ類、ヒエ、オオムギ、エゴマ、シソ属、ナス、

カボチャは栽培植物で、利用後の残滓であろう。ナデシコ科、ヒユ属、タデ属、オヒシバ、カタバミ

属、イラクサ科等はやや乾燥した人為地で生育し、スゲ属、カヤツリグサ科、ホタルイ属は水生植物

で湿地に生育していた。草本は水田域に近い屋敷地という地理条件を反映しているようである C

近世遺椙などから出土した滓のうち 5点を分析した結果、鍛冶滓と原料の包丁鉄であった（詳細は

付載 1)n 鋳型C2・C 25・C 26・S 10も出上し、｝乱辺で鍛冶が行われたことが想定できる。文献で

は南方村鋳物師屋敷について『撮要録」 (7)の文政6 (1866)年の記事があり、その位闘は調行区の北

方であった C 鋳型C2が上城6出上で、そのt璽没時期は17柑紀後半から18柑紀と想定したので、この

記事と直接関係はないと考えるが、調査区付近が『備前国岡山城下図』より慶安年間 (1648-1652)

は弓• 鉄砲屋敷であったことから、その関係で付近に鋳物師が存在した可能性はあるだろう（氏平）

註

(1) 11H方逍跡 広島闊裁• 岡山地家尚裁庁舎仕て替えに伴う発掘閥代」『岡山県埋蔵文化財発掘潤介報f'iI 200 

岡山県教宥委員会 2006 

(2) 「南方遺跡（子育て支援センター建設）」「南方逍跡（後楽館中高校体育館建設）」『岡山市埋蔵文化財センター年報＝

9 2008 (平成20) 年度 岡山巾教育委員会 2010

(:-J) 岡山市地名研究会『岡山市の地名I1989 

(4) 谷U澄夫「岡山城と城下町I―岡山県史』第 6巻近世 T 1984 

(5) 長佐古貞也「焼継 『図説江戸考古学研究巾·典~ 2001 

(6)古泉弘「地下室」『図説江戸考古学研究事典』 2001 

(7)『撮要録＿ 後編工商之部文政8 (1825) -明治 3 (1870) 年
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付載1 南方遺跡出t鍛冶関連遺物の分析

（株）九州テクノリサーチ・ TACセンター 大澤正己

概要：江戸時代後半代に属する武家屋敷跡から出士した含鉄椀形鍛冶滓4点と鉄塊追物1点の分析調査

を行った。南方遺跡の鍛冶は、錬鉄（包 J鉄）と共に故鉄（廃鉄器）を鍛冶原料とした鉄器製作の鍛

錬鍛冶が想定される、）

調査結果

Ml¥"K-1 含鉄椀形坪 (2区東南端包合層州土）： 430 g弱で上面が深く窪む特徴を有する。 Photo.Iの①

～⑤に顕微鏡組織と断面硬度測定結果を示す。鉱物相は白色粒状結晶ウスタイト (FeO) と淡灰色杜

状結晶ファヤライト (2Fe0・Si02) を晶出する両鉱物相の断面硬度値は前者が452Hvからウスタイ

ト、後者は558Hvからファヤライトが同定される C 滓中にはフェライト・パーライト地の而共析域（＜

0.77% C)の金属鉄粒を逍存する。断面硬度値は0.10%以下の炭素量で106Hvが得られた。炭素量と硬

度値間に整合性がとれた。化学組成をTable2にポす。全鉄分 (TotalFe) は48.91%と高めで脈伍成分

(Ti02、V、Zr02)低めで鍛錬緞冶滓の特徴を星する-酸化マンガン (MnO)0.24%や銅 (Cu) <0.01 % 

など低値から砂鉄系索材の要索を備える。

Ml¥"K-2 椀形鍛冶滓 (2区南端包含層出土）： 1100gの大型品で2面の破而をもち、鍛追剥片を付着す

る。 Photo.I⑦～⑬に類微鋭糾絨と硬度測定結果をホす。鉱物相はウスタイト＋ファヤライト硬度値は

前者で430Hv、後者が554Hvと文献硬度値より若十低めだったがい1)誤弟範囲内に収まる。鉄粒は2

箇所の提示で、一つは⑨⑩のパーライ l、地に初析セメンタイト析出の過共析域 (>0.77%C)、残る別

箇所はパーライト地に片状黒鉛 (flakegraphite)析出のねずみ鋳鉄であったへ硬度値は前者初析セメ

ンタイト側にややバラッキをもち243Hv~298Hv、後者の片状黒鉛近傍では319Hv~336Hvを呈した。

Table2に化学組成を示す0 成分1項向は前述MNK-1と大差なく、鍛錬鍛冶滓に分類される但しこちら

の処理鉄は高炭素素材を扱った靱性（硬く粘りをもつ）に富む刃物類に係った鉄器製作が想定される。

Ml¥"K-3 含鉄椀形滓 (2区溝1出土）：平面が不整形で218gの椀形滓である。滓の鉱物相は、 Photo.2

②に示すウスタイト＋ファヤライト、含鉄は③④にみられるフェライト組織（硬度値は109Hv、llOHv)

の小鉄片の残存ながら廃鉄器投人が推定できる e また別視野⑤では過共析域 (231Hv~260Hv) の鉄粒

存在の確認がとれた。卸し鉄（おろしがね）製作時の排滓の可能性を提示しておく。 Table2に化学組

成を示す。全鉄分は最も多くて52.87%を含み、造滓成分は逆に最も低く 15.86%に留め、脈石成分Mn、

Cuらも低減傾向が著しい。卸し鉄説を補強する J

Ml¥"K-4 含鉄椀形滓（上壊26川上）：上面に黒色ガラスを付着した不定形状塊で606gを測る。 •見炉壁

溶融物を連想させた。顕微鏡試料は3箇所で a表居ガラス部分（上部小片）、 b表層内側含鉄部分（上

部1[1片）、 C巾核部を対象とする。 aはPhoto.2⑥⑦にポす如く木炭片噛込みの低温品州鉱物のファヤラ

イト爪独相（注 2) 、 b も滓は a と同じのファヤライト、鉄部は過共析域 (265Hv~270Hv) である。 e の

鉱物相になると従来鍛冶滓のウスタイト＋ファヤライト、鉄粒はパーライト地 (210Hv~212Hv) に塊

状黒鉛（軟質： 143Hv)を留めた高炭素材の組織であった C 化学組成は全鉄分が若十低下の39.27%で、

高炭索 (5.30%C)、紐燐 (1.13% P205) が注目されて、 )J屈石成分らには特異点は認められない。
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Ml¥"K-5 鉄塊系遺物（土堀 8出土）：長さ40X輻48X原さ2.3mm重量55g弱の平面不整円形で偏平な鉄

塊系逍物であるe メタル厚みは約10mm程度が推定されて逍存度が良好な金属鉄組織をPhoto.3の①～⑤

にポす。②は鉄中非金属介在物にウスタイト (FeO)を内臓する。鉄はフェライト単独相に斜線の結品

すべり線の塑性変形により形成された変形双晶 (Deformationtwin) が認められる C 大鍛冶場で銑（ず

く）の炭索を酸化除去（「さげ」「本場」 T程）した錬鉄の包丁鉄破片の要索が窺えるは3)。フェライ

ト硬度値は正常部⑤で140Hv、双晶部④は148Hvと大梵ない値となった。双晶部は硬化1項向著しい筈で

あり、時効劣化が現われている o Photo.4の上段5—①は鉄中介在物の捲込みスラグのウスタイト、下段

5ー②は折返し曲げ鍛接線上に晶出したウスタイトのEPMA調査結果である。分析点1と4からウスタ

イトの仔在が証明された0

Table.2に化学組成をホす。 Fe:99.9%、不純物： 0.1%の高純度鉄である現代のT業用純鉄成分に

匪敵するもしくはそれ以卜の延・展性を打し、よく鍛錬の効く特性をもつ。言葉を変えれば粘性と加工

性の優れた材質が保証される Table.2には参考までに19世紀末の島根県都合山炉出＋［包丁鉄の化学成

分を記載した。これに比べて少しの遜色もない。

因に包T鉄は俵国一博上の記録によれば様々な大きさがあり、一例として長さ60cm、輻11cm、}旱さ

1cmがポされてある（訂4)。差し当たり南方遣跡州土の鉄塊系遣物はこの様なサイズが厭形として考えら

れよう C

註

(1) 日十l]T業新闘社『焼結鉱組織り真および識別法~1968

ウスタイトは450-500llv、マグネタイトは500-60011v、ファヤライトは600-700llvの範囲が捉示されてtヽる C

(2) ファヤライトの低温安定に関する実験論文と筆者（大澤）｛まホーロー焼成実験の体験から割り出した推定温度で

ある。

(2) -1 Wumes.D.R.and GilberLM.C (1969) The fayalite-magnelite-quaris assemblage between 600゚ and800℃ 

American .Journal of Science.SchairPr Vol.267-A.p.480-488 

水熱反応実験で600°のファヤライト生成を示す。

(2) -2 0'Neill. H.Si.C. (1987) Quartz-Fayarile-iron and quar訟ーfayarite-magnetite

equilibria and the free energy of formation of fayalite (Fe2Si04) and magnetite (Fe304) . Amencan 

Mineralogist.Vol.72.p.67-75. 

電気化学反応で1000K(700℃)前後のファヤライト牛成を確認。

(2) -'.i RoPdder.E (1952) A rPconnaissance of liguiclus relations in the system K20・2Si02-FeO-Si 02. 

i¥mer . .Jour.Science.Rowen Volume. P435-456 

金属鉄と平衡する条件で、 800℃までファヤライト生成が「推定」されている。（カリの存在でファヤラ

イトの生成温度が低下する）

(:l) 角田徳幸・大澤正己「都合山炉出上鉄関述遺物の金属学的調査」『都合山釘の研究』 2010(符号TUG-6錬鉄（包［鉄）

の金属糾織からも変形双晶が検杞された。）

(4)俵国一『古来の砂鉄製法ーたたら吹き製鉄法一 丸善株式会社 1933 
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Photo. 1 含鉄椀形鍛冶滓 (MNK-1、2)の顕微鏡組織

-51-



⑪ 埋込試料大：中核部

Photo. 2 含鉄椀形鍛冶滓 (MNK-3、4)の顕微鏡組織
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① 埋込試料（撮影箇所） ② 鉄中非金属介在物 (noetch)ウスタイト

③ 鉱物組織：フェライト、双晶発生（斜線） I④ 硬度圧痕：フェライト双晶部（結晶のすべり線） I⑤ 硬度圧痕：フェライト正常部

Photo. 3 鉄塊系遺物 (MNK-5)の顕微鏡組織

MNK-5—① 

MNK-5-② 

~OM_f 
X哨R".c:O

｀ 
~ 

電疇..... '.. 

Photo. 4 鉄塊系遺物 (MNK-5)

鉄中非金属介在物のEPMA調査

-53-

Element 2 

Na20 0019 

MgO 

Al203 

Si02 0086 0 081 

P205 0028 

s 0 010 0006 

氏O

CaO 

Ti02 

Cr203 

MnO 0030 0013 
FeO 81 124 82 257 

3 4 

1 011 0 025 

0073 

10 475 0 775 

35 543 0 334 

0 675 0 016 

0 155 0 010 

3 705 0 012 

3 806 0 003 

0 231 0 747 

0 126 0 010 
36 152 80 908 

5 

0089 

0 017 

6 465 

17 732 

0092 

0032 

0044 

0 664 

50 284 



付載2 南方遺跡士壌の花粉• 植物珪酸体分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

今回の分析調査では、弥生時代中期～中世の調査区ないしその周辺の古環境に関する情報を得るこ

とを目的として、花粉・ 植物珪酸体分析を実施した。本報告では紙面の都合で調査成果の概要につい

て報告する。詳細報告は岡山県古代吉備文化財センターに保督されているので参照されたい。

1 分析結果

(1)花粉分析

花粉化石群集の層位分布図を図1に示す弥生時代中期以前ではIIIー5層（各層の位囲は第6図参煎）

で木本花粉とシダ類胞7が多産する。木本花粉では針槃樹のモミ属、マツ属、常緑広槃樹のアカガシ

亜屈、落葉広葉樹のコナラ亜属が多産し、針葉樹のツガ屈、コウヤマキ属、落第広葉樹のクマシデ屈一

アサダ属、ニレ属ーケヤキ属等を伴う o IIIー4層では花粉化伍がほとんど性州しない。

弥生時代中期のIIIー3層は花粉化石の保存状態が悪く、偏った組成になっている可能性が高い（風化

に耐性のある針槃樹花粉が過大評価されている）。木本花粉では針槃樹のマツ屈が増加し、常緑• 落槃

広把樹が減少している。箪本花粉は多少培加する。

中世のIIIー2層及び最上位の皿ー 1屈では単本花粉が刑加する。中でもイネ科の贈加が顕著であり、

種類構成も多様になり、水生植物のオモダカ属、デンジソウ属、ミズワラビ属、サンショウモ、 IIIー1

層で栽培柿のソバ属が検出される。木本花粉では二次林の代表的な樹柾であるマツ属が優占する。

(3)植物珪酸休分析

分析結果を表1、図2に示す。各試料からは柏物珪酸体が検出されるものの、保存状態が悪く、表面

に多数の小孔（溶食痕）が認められる。

弥生時代中期およびそれ以前の皿ー 5層～皿ー3層では植物珪酸体含量が少なく、タケ咄科などがわ

木木化粉 怜：本化粉・シダ類胞子
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図 1 1区西壁の花粉化石群集の層位分布
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表 1 1区西壁の植物珪酸体分析結果
短糾胞斗酸休 機動訓胞且酸休

I I 
種類（分粕梢）

III-lJ,;•i III-2/,; り
罰伶

ill-3/¥り ill-41,;<・ III-5M 

イネ科陀部短細胞吐酸体

イネ族イネ属

タケ而科

ヨシ属

ウシクサ朕ススキ屈

イチゴツナギ血料

ィ,IT月

イネ和築勾機動細胞耳酸休

イネ族イネI萬

タク亜科

ヨシ屈

ウシクサ族

小明

合計

イネ利虻部知紺l胞吐酸体 4,200 4.600 500 <100 -

イネ科朗身機動細胞畔酸休 4,400 4,200 100 100 <100 

総 iit 8,700 8.800 600 200 <100 

数伯は含量密度(fl!l/g)を示し、 10の位で丸めたi直として示す 介計は各分類町の
丸める前のi1i'fを合計した後で丸めた1直である <100ば100個lg未満を示す
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分析腎｛＼＇！は、皿 1罰が中[Itの可能性がある水田罰、 m-2罰が中[II_水田罰、
mふl曽が弥生時代中期の堆柏l曽、 ill-41曽より卜位）曾準が弥生時代ヰ明以
前の虻膨；，i.棒グラフは堆桔物lgあたりに換邸した個数を示す。●0は
100個/g:未満をぷす。
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図2 1区西壁の植物珪酸体含量の層位的変化

ずかに誌められるに過ぎない。

中阻の m — 2 層と ill-1 層では、植物珪酸休含醤が増加し、栽焙植物であるイネ属が特徴的に性出

するようになる。イネ属の含量密度は、 m — 2 層の短細胞珪酸体が約700個/g、機動細胞珪酸体が約

1,500個/g、IIIー1層の短細胞珪酸体が約400個/g、機動細胞珪酸体が約1,100個/gである。 また百

分率で叶筋した、 イネ属廂出率は、 m-2層の短細胞吐酸体が約15%、機動細胞吐酸体が約36%、III 
-1層の短細胞珪酸体が約10%、機動細胞吐酸体が約25%である。 イネ属以外ではタケ而科、 ヨシ属、

ススキ属を含むウシクサ族、 イチゴツナギ曲科などが認められる。

2
 
考察

弥生時代中期以前のIIIー5層.IIIー4層形成期は、後背山地などを中心に常緑広葉樹のアカガシ亜

属などからなる暖温帯林が成かしていたとみられる n また、落偲広偲樹のコナラ而属、 クマシデ属一

アサダ属、 ニレ属ーケヤキ属、 エノキ属ームクノキ属などは河畔林の構成要素でもあり、 当時もその

ないことから

ような場所を中心に生育していたものと思われる 0 一方、調行区は、草本花粉や植物珪酸体含屎が少

（分解消失した可能性もある）、草地植生の発達しない、開けた場所であった可能性があ

る。

弥生時代中期のIIIー3層形成期も、周辺柏生は依然として暖温帯性の柏生であったが、 二次林の代

表的な樹種であるマツ属が目立つ植牛に変化したとみられる。 この変化の原因の一つとして、人為的な

植生撹乱が考えられる。 一方、調杏区はイネ科やカヤツリグサ科などの草本類が生育していたものの、

これらが繁茂する草地でなく、開けた場所であった可能性が高い。

中但のIIIー2層.IIIー1層形成期には、調行区の景観が一変する。 イネ科花粉が多産し、栽培植物の

イネ属山来の植物珪酸体が比較的多く産州することから、イネ科の卓越する草地植生、あるいは水田な

どの耕作地に変化したことが推定される。 IIIー2層.IIIー1層では発掘調査により水田逍構が検出され

ていることと同調的な変化であり、ここでの植牛変化が人間活動に起因する変化であることがうかがえ

る。閲辺の森林植生に対しても、―．次林の代表的な樹種であるマツ属化粉の増加などから、人為的な撹

乱が及んでいたことが推定される。
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付載3 南方遺跡の種実・樹種同定結果

株式会社古環境研究所

表 1 南方遺跡における種実同定結果

試料
逍枠名

分類町
部位 佃数 仙考

番号 学名 和名

1 土欺13 Prunus penic a Batsch モモ 核（半形） 1 

2 土壊12 Juglans ailanthゆhaCarr オニグルミ 核 1 

:1 l泣齊12 Prunus pcrsica Gatsch モモ 核（半形） 1 
Prunus mume S, et Z, ウメ 核 1 

4 土壊11
T'runus pen ica Ratsch モモ 核 2 

（半形） 1 
Cucurhita mosc/wta Duch. カポチャ 挿子 1 

5 じ腐11 l'run11s 11111me S. et Z. ウメ 核 1 

6 土娯11 Prunus mume S, el Z, ウメ 核 1 

7 土堀 1 Prunus persica Balsch モモ 核 1 

8 土壊3
Torreya ""'ijera S. el Z. カヤ 柿了▲ 1 
I'runus penica Gatsch モモ 核 1 

， 溝 1 Prunus mume S. cl Z. ウメ 核 1 
Prunus per.1ica Ratsch モモ 核 1 

11 滑1B Cucu、Ill、,smelo L. ウリ類 種子 1 

12 溝 1;¥ Pinn, subgen. Diploxylon マツ屈枚維符束rjjT屈 毬来 1 

1:3 溝 lA
Prunus mume S. et Z, ウメ 核 1 
Prunus pen ica Batsch モモ 核 2 

14 溝 1B Cucurhita moschata Duch. カボチャ 果梗 1 
Alnus ハンノキ属 果実 1 昆虫片5
Marus australis Pair. ヤマグワ 柿子 4 
Prunus mume S. el Z. ウメ 核 2 

（破片） 1 
Prunus sect. Pseudo, サクラ属サクラ節 核 2 
Rubus キイチゴ属 核 1 
Zanthoxylum piperitum DC. サンショウ 種子 1 
E,eusine md,ca Gae, tn. オヒシバ 袖子 2 
Echino, hloa Ohwi el Yabuno ヒエ 穎 1 
Hordeum vulgare L オオムギ 果実（炭化） 1 
Scirpus ホタ）レイ属 果実 1 

15 溝 1B 
Carex スゲ屈 果実 7 
Cypcraccac ヵャッリグサ科 果実 2 
Polygonum タデ属 果実 8 
じrticaceae イラクサ科 柿子 1 
Amaranthus ヒユ属 種子 25 
Caryophyllaccac ナデシコ科 袖子 33 
Oxafo カタバミ屈 種子 2 
Perilla /rules, でnsvar Japonica Hara エゴマ 果実 1 
Perilla シソ属 果実（破片） 1 
So/1111wn melo11gen11 L. ナス 種子 1 
Cuc/ln11s melo L. ウリ類 種子 2 
Cucurhita moschata Duch, カボチャ 種子 1 
Astermdeae キク亜科 果実 1 
」¥;fe/ia11~ed11rach L. var. Suhtripinnata :'.111q センダン 核 1 

16 溝 1上包合層 Cucu、11ttsmelo L. ウリ類 種子 2 
Cucurhita moschata Duch. カボチャ 種了・ 5 

18 土壊15 Cucurb1taceae ウリ和 挿子（破片） (+++) 

19 I. 瑞15 Cucurb1taceae ウリ床I 種+(破片） (+++) 

20 溝 1B lufilans ailanthifolia Carr オニグルミ 核 （破片） 1 

21 溝 1B Pinus suhgen. Diploxylon マツ属祝絣竹束亜属 毬果 1 

22 溝 1B 
Prunus murne S. <'t Z. ウメ 核 42 

（破片） 3 同一個体片打

23 溝3 Querc us acutissima Carr クヌギ 叩宋 1 

24 溝3 Pru1111s persica Gatsch モモ 核 1 
Cw mnis melo L. ウリ類 種了・ 5 

25 I拉翌28 （破片） 1 
Cucurbita mosch.ata Duch. カボチャ 種子 2 
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表2 南方遺跡大型種実計測値

・カヤ • ウメ

試料 長さ (mm) 幅(mm) 阿さ (mm) 試料 長さ (mm) 幅(mm) 厚さ (mm)
8 21.85 11.40 4 15.14 11.33 9.29 

5 18 10 14 42 11.31 
・オニグ）レミ 6 16.44 12.18 10.11 

試料 長さ (mm) 幅(mm) 厚さ (mm) ， 17 13 13 26 9 76 
2 29.29 29.68 20.65 13 14.50 9.80 8.31 

・クヌギ 15 
16.10 12.39 10.29 
19 39 13 67 

成料 長さ (mm) 幅(mm) 27.62 22.05 15.33 

23 25.54 18.02 26.44 22.33 15.75 
2116 18 05 14.60 

・モモ 23.75 20.90 14.35 

試料 長さ (mm) 幅(mm) 厚さ (mm)

3 
2:-J 97 16 30 12.74 
24 70 16 67 

25 39 18 63 13.79 
4 21.67 16 30 8.35 

28 18 18 92 

25 66 21 02 14.03 
23.79 20.68 14.78 

24.90 20.57 14.94 
25 89 2117 15.08 
24.66 20.93 15.45 

17 00 14 25 11.60 

7 26.61 20 81 18.34 
8 20 62 16 39 13.47 

21.85 19.22 15.09 

25 04 21 44 15.22 ， 27.99 18.89 14.11 22.25 19.75 15.02 

13 
25.86 16.59 1:J.26 
29.54 19.20 14.36 

21.75 18.70 12.59 

21.08 18.40 12.75 

24 26.44 17.41 13.79 18.47 16 55 12.26 

18 01 15 50 12.07 

・センダン 17.91 14.29 11.14 

且~:↑ 1- I長{4_'.塁；n) 幅；悶~)
18.23 15.12 11.24 

17.22 14.56 10.98 
15 58 12 63 8 82 

• ウリ類 22 18 02 14 75 11.53 
17.60 14.65 11.71 

試料 長さ (mm) 幅(mm) 16.08 14.22 12.09 
11 7.32 3.63 16.31 14.78 11.93 

16 
7.54 :us 
7.92 3.97 

16 28 14 11 11.69 
16 07 13 19 10.61 

7.68 3.77 16.29 14.18 11.58 
fi.61 :U2 14.48 12.33 10.41 
6.94 3.25 16.75 13.21 11.35 

25 7.24 3.74 1611 13 55 10.66 
7.93 3.47 14.53 12 57 10.30 
7 72 3.76 13 86 11 90 10.05 
7 58 3.62 21.80 18.55 15.96 

15.39 12.03 10.77 

・カボチャ 16 34 13 87 11.57 

式料 長さ (mm) 輻(mm) 14.96 12.40 10.34 

4 13.86 7.59 15 57 13 37 11.34 

15 14.08 8.50 17.09 13.16 9.12 

11.15 6.98 16.77 14.17 11.34 

12.45 6.,35 17.15 13.73 11.16 

16 11.03 7.20 16.31 10.58 

11.57 7.50 23 48 20 70 
10.52 6.98 

25 
11.70 7.38 
10.01 6.82 

表3 南方遺跡における樹種同定結果

試料番号 遺桔名 サンプ）し番号 時期 備考 粕宋（学名／和名）

1 溝 1 杭② 江戸 方形釘•ほぞ穴 Castm記acrenata Sieb, et Zucc, クリ

2 溝 1 胴木(、5） 江戸 丸太材 Pinus densiflora Sieb. el Zucc. アカマッ

3 溝 1B 杭③ 江戸・ 先端部 Pinu, den,iflora Sieb. et Zucc. アカマツ

4 I灌翌28 杭① 江戸 先端部 Pi1111s densijlora S1eb. et Zucc. アカマツ

5 土壊19 杭④ 江戸 先端部 Pinus densif/ora Sieb. et Zucr. アカマツ

6 土藩19 板材① 江戸 翡扁は;t.:のままか Cryptomeria japonica D.Don スギ

7 I. 堺19 板材② 江戸 3片に割れる Cryptomeria Japonica D Don スギ

8 井戸3 W22 古泊前期 端渾加工木材 Camellia iaponica Linn. ヤブツバキ
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付載4 南方遺跡出士動物遺体属性表

魚上網一覧
逍物 枝番 出 I.地

追構名 大分類 小ク］類 部位名
LR 

部分 成長度 破拍
番号 号 図名 M 
II 1 1区 上J屈10 /!J嘔魚綱 マゴチ 腹椎 M 雄体 ？ 
38 1 2仏 土堀18 硬骨魚綱 タイ科 上擬釦骨 L 完II多 なし？
23 1 1区 溝1B 硬竹應魚綱 マゴチ 歯竹 R 完JI多部欠相 ？ 
23 2 1区 灌11:l 硬骨綱 マゴチ 舌l'JIT骨 L 尤形 なし
23 3 1区 油lR 硬骨魚綱 マゴチ 腹fjf M 朴(f本、完形部欠拍 cm切断， 1 1区 訓1 臥叶')•魚紺lik) タイ科 1概鎖i'i R dia ？ ， 2 1区 溝1 硬骨魚綱 スズキH 擬鉗骨 R dia ？ ， 3 11メし 泄1 I使骨魚綱 クロダイ 前 1り［［廿~ R 完/I多 なし， 4 1区 溝1 硬骨魚綱 クロダイ 角骨 R 完形 なし， 6 1区 溝l 硬硬竹骨魚魚綱綱

クロダイ 方竹 R 完JI多 ？ 
10 1 1区 禅l マダイ 前隕骨 L し測欠損 'I 

10 2 1区 悩1 戦廿魚網 スズキ 上位悲品叶'J L 尤形祁欠相 cmイ,PJ/
10 3 llX. 悩1 1戦甘照綱 マゴチ 腹#f l'vI 付If本 cm (Aaタイプ）
10 4 1区 溝1 硬骨魚綱 タイ科 I尾椎 M 椎体 +1爪芯棘 ？ 
12 1 11メ 泄1 映骨魚綱 タイ科 尾椎 M ''c'.JI多 cm mla血笠棘
12 2 1区 溝1 艘骨魚綱 マゴチ 屡jijf M 朴(f本 ？ 
28 1 2区 沖1 硬陳竹骨魚魚綱綱

タイ科 IJU上頴什 R 完形 (1111!,,:) なし？
1 1 1区 1区包 サバ屈 訓I:顎廿 L 前佑+I紺 cm (A.aタイプ後）

鳥綱・爬虫網•哺乳綱一覧
逍物 枝番 出＋．地

遺構名 大分類 小分類 部位名
LR 

部分 成長度 破柑
番け り・ ヌ名 ~I 
2 1 1区 上J厳12 II j乳網 ーホンジカ r[r足骨 L ‘応形 P.d f イヌII伯み痕dist+ dia 
3 1 1区 十．堀12 I学L網 ニホンジカ 府甲骨 L 完形（関節復{.", 部欠損） f cm mlaタイプ）棘上
~ 1 11;( ＋．炭12 n l芋L紅ii ホンジカ 大腿骨 R dist + d闊 d • f イヌ賊み痕dist
6 1 1区 上堀12 闘乳絹 ニホンジカ 大腿骨 R dia uf SP (irnx)イヌ陣み痕cl,st
31 1 2区 上脱19 叫11し乱ill ーホンジカ |次j:¥/[3 T」 尤形部欠相 (1油根部） ［ なし？
39 1 2区 土堀19

旦
スッポン 上胆甲板 LR 完/11 ？ ？ 

40 1 2区 t堀20 ニホンジカ 胎母骨 R did ？ SD (dia) 
43 1 2区 上堀22 イエネコ 下卯骨 L ヽ・c形（前位欠担） rln2、3、4、0 uf ？ 
18 1 1区 溝lA シカ科 府甲骨 L 小st+chcl d・uf なし？
19 1 1区 消lA スッポン 背11団板 LR'' dia 'I 'I 

20 1 1区 沿ilA マガンクラス 「'i'J'中「・IJ L 完形一部欠相 r cm切浙
21 1 1区 消lA 烏綱 カラス屈 尺骨 R 尤形 ［ ？ 
22 1 1区 溝lA 阻北i'I,紺! ーホンジカ 中足骨 L 叫位+nrox u f SD ? (dia) 
33 1 2区 渭lA 烏綱 ニワトリ 足板中足竹 L 完JIJ f なし
34 1 2区 溝lA 咄乳網 ホンジカ I蘭骨 L 完形（腸門・座骨• 恥竹一部欠祖） f(窟廿口） Diaタイプ（腸骨外側）
35 1 2区 泌lA 哺乳網 ニホンジカ 胸fjf M 朴(/本＋棘突起＋左関節突起 anl.uosl・u[? 
44 1 1区 ii'介lA 01j"Jし胤i(j ニホンジカ lij甲骨＇ R 、Jこ）1多 r cm (dlaタイプ）
15 1 1区 溝1B 咄乳網 イヌ 杜骨 R 完形 f なし

Hi 1 1区 油lll 111liJL紅i1ij ニホンジカ 胚竹 R <lia ？ 
sp (dist + rlia) 
cm (Dla、小a後左）

29 1 2区 溝1B 哺乳百孔網 ニホンジカ 中足骨 L 完）I多 f なし？
:30 1 2区 ',', 『1B 111] 網 イヌ 下り(¥lV!l L 完形一部欠+u f ？ 
37 1 2区 溝1B llrfi乳網 ニホンジカ 蹄、甘 L 定形 f ？ 
37 2 21X. 沿1R 咄乳掴 ーホンジカ 第3桔節＇甘, I 冗形 f なし
37 3 2区 溝1B 咄乳綱 ーホンジカ 第4基節骨 r 完/Iク f なし
45 1 11:< 沿lC 両生網 カエル日 I寛骨 R 完形 ？ ？ 
13 1 1区 溝1 哺孔網 イノシシ姐 大腿骨 L 完形 lu・fd仕じ 偽切創 (urox)
14 1 1区 洲1 01i学し紅ii イヌ 環り］ 枡甲'I'/' R ・, 〖)|ジ,'\~クdil f ？ 
14 2 1区 沖1 Oi乳L網 イヌ :¥1 完JI'; f なし
14 3 1区 溜1 II'乳網 イヌ 下男n LR 完形一部欠担 f 'I 
14 4 1区 湛,1 口乳如 イヌ 日宛骨 L 完形 f ？ 
14 5 1区 溝1 咄乳網 イヌ 上腕骨 R 完/I多 f なし
14 6 11)( 沿l 哺乳網 イヌ 大腿骨 R 完形 f d cm ? ? 
14 7 1区 洲1 叫j享L胤叶 イヌ 肌府廿 R 尤形 ［ 
14 8 1区 溝l 哺乳綱 イヌ 第3頸朴（ M 完形 f なし
14 ， 11){ 沿l 哺塁L網 イヌ 桃叶 L 完II多 f なし
14 10 1区 油1 咄乳網 イヌ 枕J骨 R 尤形 f なし
14 11 1区 溝1 哺乳網 イヌ 尺骨 L 完膨 f なし
14 12 1区 溝l

咄Iii乳乳網
イヌ 尺骨 R 完）If f なし

14 B 1区 清)1 II 訓 イヌ 頸朴( M 尤形 ；'j砂欠机 f ？ 
14 14 1区 泌1 咄乳綱 イヌ 胸朴（ M 宜形部欠損 f ？ 
14 15 1区 溝1 咄乳綱 イヌ 胸朴（ M 完形哨欠損 f ？ 
14 16 11メ↓ i/lil 『甫塁L係)ifJ イヌ 肌J屑 R urox + d1a f '/ 
14 17 1区 清;1 哺乳網 イヌ 1第1中足骨 L ’’し形 f なし
14 18 1区 溝1 哺乳綱 イヌ 第1中足骨 R 完形 f なし
14 19 l区 溝1 lrti享L靡1ml イヌ 第2中足骨 L ,ん)|ク f なし
14 20 l区 滞1 !rfjオL帝lifrJ イヌ 第4中f骨 R 完形 f なし
14 21 l区 溝1 哺乳綱 イヌ 肋骨 R 冗形 f なし
14 22 1区 溝1 哺乳綱 イヌ 肋」竹 R 完形 r ？ 
14 23 1区 溝1 0用子し廂I刷 イヌ 肋骨 R nrox + dia f ．， 

14 24 11メ ''出"1 lli!lオL龍ioJ イヌ 肋骨 R '/c'JI多一部欠担 f lnroxmald1aで2分される
14 25 1区 溝1 咄乳綱 イヌ 肋骨 R 尤形部欠担 f diaで2分される
14 26 1区 沿'i1 111学L紅i,iJ イヌ 肋H L ,;, し形 f なし
14 27 1区 溝1 I用:;L紺前1 イヌ 肋骨 L 完JIJ f なし
14 28 1区 滋辻 咄乳網 イヌ 肋骨 L nrox十小a f ？ 
14 29 1区 沿1 哺乳網 イヌ 肋廿 L orox十d,a 「 ？ 

14 30 1凶 溝1 呵孔制 イヌ 肋骨 L d1a f 'I 
36 1 11;< 溝1 島綱 ド）ゞ Iヽ 唄甘 M i妥9且i:J'、切i頂骨 f 
25 1 2区 i,'り1

員
イノシシ知 上IJ宛廿 L d,st + il,a d r イヌ咄み痕? (prox) 

27 1 2区 溝1 ニホンジカ 」腕骨 L 山st十出a d f イヌ咄み販 (urox)
7 1 1区束 1区包 イエネコ 人腿骨 L 完形 P.d f なし
26 1 2図． 2区己 ーホンジカ 尺骨 R 関節部十 dia n f'! イヌ噛み痕
41 1 2ヌ 泌3 イヌ I愕且骨 R 骨体部 r clia , em'?'? 

※富岡直人、立石和也（岡山理科大学）の同定による
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遺構一覧表

井戸

掲載 調査 旧追 掘り方 (cm) 井側 (cm) 底而海抜
出＋．追物 時期

追構名 区名 稲名 長さ 幅 深さ 長さ 幅 深さ 邸 (cm)

井戸1 1区 12 321 225 213 80 72 213 -21 
陶磁悩•上師沿・瓦質

18世紀末-19世紀
土器・古銭• 木器

井戸2 2区 47 105 98 107 56 陶磁悩•土師監 19世紀半ば以降

井戸3 2区 40 79 70 82 97 土師器・ 木器 古壻前期

土堀

担載 謂竹 ll::l辿
平面形

規校 (cm)
断面形

｝氏血海抜
出十．遺物 時期

遺構名 区名 構名 長さ 幅 深さ 高 (cm)

土端1 1区 13 隅丸方形 400 370 86 逆凸形 88 陶器・煙管雁首 18世紀後半-19阻紀前半

士壊2 1区 18 長ガ形 463 383 77 逆凹型 88 陶磁器・ 土師器•木製椀 19世紀代

土堀3 1区 19 長方形 110 90 10 逆台形 158 陶器皿•土帥器皿 18世紀後半-19世紀代

十塊堀4 1区 50 楕円形 70 45 16 椀形 158 煙伶雁甘・ 18世紀前半

土壊5 1区 51 柏円形 80 61 13 皿形 162 陶沿椀• 土師協皿 18世紀前半

上堀6 1区 53 方形 215 (90) 100 長方形 80 砲器碗• 上製鋳型 18冊紀前半

土堀7 1区 6 不幣柏円形 520 428 72 逆凸形 116 
陶磁器• 土師器・木器・陶

18世紀後半-19世紀代
製人形

十乱爵8 1区 5 方形 186 170 20 長方形 160 19世紀代

土堀9 1区 ， 不整方形 710 192 22 皿形 162 陶沿皿・拙鉢• 木製下駄 17世紀後半以降

上堀10 1区 10 楕円形 140 139 34 椀形 155 懃沿皿・ 瓦• 木製櫛 18世紀後半以降

陶磁器• 土師器・瓦質土
土堀11 1区 4 方形 277 234 51 長方形 140 監•木沿• 陶製人形• 金属 19世紀中頃以椅

器・共石

土媒12 1区 3 不整円形 390 (212) 84 椀形 142 陶硲器・ 土帥器• 木器 19世紀前半以降

土堀13 1区 2 不整形 284 (142) 26 皿形 165 陶磁器 19世紀前半以降

土瑞14 1区 7 不整形 (101) (49) 34 不整形 66 

土壊15 2区 43 楕円形 230 220 44 逆凹型 146 陶磁器•土師器•木器·人形 19且紀前半以降

土堀16 2区 44 楕H形 148 134 18 皿形 174 19世紀前半以降

+. 堀17 2区 46 隅丸方形 202 188 30 llll形 162 備前焼党 19世紀前半以降

土堀18 2区 45 不整楕円形 932 278 38 1IIl形 152 掏磁沿•金属協・人形 19世紀前半以粋

+. 堀19 2区 31 方形 690 518 50 不整形 140 
陶磁器・十．師器・木器• 金

18世紀中煩以降
屑器

土堀20 2区 36 隅丸方形 584 400 96 逆台形 94 掏磁沿·木沿•金属沿 18世紀後半-19但紀前半

+. 堀21 2区 34 1遠唇形 632 276 24 llll形 166 陶磁悩• 十製品・腔伶吸口 18世紀後半-19世紀前半

土堀22 2区 37 長方形 444 296 40 逆台形 140 掏磁沿 17世紀代

上堀23 2区 30 不整長方形 475 97 17 長方形 176 陶磁器 19世紀前半

土J廣24 2区 24 楕円形 240 (140) 15 皿形 174 陶磁器・木製椀 19世紀前半

上堀25 2区 29 長楕円形 187 90 55 長方形 182 陶磁器 18計紀後半以降

土堀26 2区 27 長柏円形 (365) 205 22 皿形 170 陶磁楷 18世紀後半以降

上堀27 2区 28 柏H形 143 125 17 皿形 173 18世紀後半以降

土壊28 2区 26 隈丸ガ形 358 260 50 椀形 120 陶磁器 18世紀後半以降

土端29 2区 23 不整形 215 140 27 皿形 164 陶磁器・木器 19世紀前半

上壊30 2区 55 不整形 148 (107) 118 不整形 82 弥生上浩 弥生叫代後期末葉

土脳31 T3 柏円形 107 (56) 71 袋状 77 弥生時代後期末娯

溝• たわみ

掲載 潤査区 旧遺 規模 (cm)
断面形

底面海抜
州上迎物 叫期

逍構名 名 構名 検出長 幅 深さ 高 (cm)

溝 lA 1・2区 lC 4750 175 60 逆台形 136-175 掏磁監•土師器・瓦・瓦 18且紀前半以降

溝 lB 1・2区 1B 6550 108 32 逆台形 185 質十．器•金属器• 木器・ 18世紀後半以降

溝 lC 1・2区 lA 6550 120 34 逆台形 148-182 貝・哄魚骨 19世紀前半以降
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掲載逍 謁在区 旧追 規校 km)
断面形

底血海抜
出上遺物 時期

枡名 名 梢名 検伯長 幅 深さ 高 (cm)

溝 2 2区 11 1850 80 36 逆台形 177 陶磁器・十．師器 18世紀前半

溝 3 1・2区 8・35 3860 84 37 方形 150 陶懃器・瓦 17世紀後半-18柑紀前半

溝 4 2区 57 230 (39) 10 215 陶磁器・丸 18世紀後半以降

溝 5 2区 49 1200 32 8 逆台形 161 古培時代

溝 6 2区 48 950 27 8 逆台形 181 弥牛士儡 古墳時代

溝 7 2区 38 1360 26 9 イ消整形 170 弥生時代

溝 8 2区 39 1000 56 9 不整形 170 弥生中期上翠 弥生時代中期

たわみ 1 1区 21 720 100 11 不整形 161 弥生叫代中期

たわみ 2 2区 22 1440 177 15 不整形 165 弥化時代中期

※海抜高は浙面実測部分で計測。

杭列

掲載遺梢名 調在区名 旧遺構名
規模 (cm)

時期
検出長 杭間

杭列 1 1区 58 610 130 江戸時代後半

杭列 2 2区 42 1440 70 江戸時代後半

杭列 3 2区 41 1840 江戸時代後半

遺物観察表

土器

担載 闊 it祖肘直 (cm) 胎上

岱り 岱乃
氾棋名 種別 沿種

n條 底枠 器仙
色謂索素地必文様 長長h り 1漢 状態 ）［多態手法の特徴など

朴朴色煎化粒

1 8 井戸 1 染付 小碗 8 :; :i:, 46 
索I火1'1I¥S/) 袖沖阻色lriti)

精艮 ほば'ii:JI多
文虻鼠17Sl'H4 5/~c) 

2 b JI戸 1 染付 小碗 84 :l:l 44 
索1/il」(:,;8/) 袖I火U(IOY7/I)

粘良 ほぼパ形
必鼠己1:,;sii 

3 8 井戸 1 'iさ付 碗 92 42 51 
索ホ'IイトIX951 袖スJ-cs'Iイト(l¥95) 

粕長 1/2切 18世紀木-19世組か
必紺色(61'132,/1) 

4 o JI戸 1 磁儡 碗 44 (2 2) 素前：ぷワイH~!l51 文冊J湖色125H7/1 ll 粘良 休～底部1/5 赤絵筋忍

5 8 井戸 1 染j" 碗 11 2 50 63 
素小ワイ11,11,) 釉 I草邑110(,7/25) 

粕良 1/2弱 沿｛寸古磁 1760-1780か
文肯i¥:;(45l'TW7)

6 8 井rl 磁器 小碗 5 2 22 3 3 素袖守Jイト(I¥り,1 文~II瑚81~,R7/ll) 粕艮 1/2如 赤絵磁倍

7 8 升戸 1 来i、1 碗 94 :1 .5 s :J 素利,,らワイ(、 (~9,) 文鉄柑17,PHI S/2) 精艮 ほぼ元形 lb出紀後半か

8 9 井戸 1 染f,J 碗 92 :J6 54 
4;,1、ワイト1入!JS) 廂Irスノ← えワイト I~りSJ

精艮 1/2弱 見込み―市圏線に I,弁花
又紺色16PI325/4J 

， 9 井戸 1 染i、1 碗 11 4 44 6 ci 
索ボ7イI(¥9 51 釉スノーホワイト (~951 

栢艮 1/4 1, 出紀4、-19忙紀か
又紺色ltil'l¥2,i/4) 

10 9 井戸 l 染付 鉢 14 3 90 10 3 
索I火1'11K7/) 袖淋鈍色IK7) 文鉄納戸

精具 1/3 
(111K:1sns) 

11 9 JIービ ］ 染付 1111. 98 02 2 1 
索ホ7イトIX951 柚スノー元、ワイト(l¥95)

粕艮 1/4 
lゞ.(69cm)輻(57cm)最

文系II色lfd'B2i/1J K同l8m1 

12 9 井戸 1 青虻 肌 95 /9 8) 素ボJイト（氾SJ 釉セラトン(l1lr;y7S/1 SJ 粘良 D踪～日部210 仏花瓶

1:J 9 什戸 1 占飴 否炉 10 0 70 64 
素ぶJイト(:,;95)

粘良 1/3 
釉アイスグリン(7"沿.i/2ii 

14 9 井戸 1 青磁 香炉 11 0 (5 1) 
素ホワイト1,11,)

粕良 U緑へ休部1/3
釉アイスグリーン(7,G,S .</2 SI 

15 9 井戸 1 白蔽 、,;,,: 63 (6 3) 素柏褐I火(10YR6/l) I) 5mm以下砂粒長、石僅 （木～底祁3/4

16 9 井戸 l 染付 水滴
索ボ7イトIK951 釉「イスタふワイト(oCY

精艮 仝（本Oll/4f巳度
長1385cm) I品(196cm)

8 Sill:;} 文者虻(4Sl'-l:l/71 高(34)rm 

17 9 JI戸 1 陶器 椀 94 ., ., 60 
素仄亡12SY,1/2) 釉灰莉(2'¥7/2)

05mm以 Iヽ砂粒 J心凸仰 1/2強
必緑(25G6 5/101 

18 9 升J-il 伽沿 小愧 68 24 :1 8 
索灰(5Y5/1) 釉オIJ--7灰 (JIIYo/21

05mm以 Iヽ砂杓 k tii"i'' ほぼ完形
又緑(2S(,6 !ill Ill 

19 9 升戸 1 伽沿 椀 90 47 65 
素渇I火llOYRfi/11 釉叫オリープl火

05mm以下砂粒長、石住 1/3 (, 5l,Y7/l) 文灰黄(25Yfi/2) 

20 9 井戸 1 lij-J沿 鉢 1~8 (8 8) ぷ仄白12りY8位） 袖戌偵1,りY7/4) 05mm以 I、砂粒 K、白1や 11禄～休部1/4

21 9 井戸 1 陶器 針¥ 312 21 4 17 5 
素灰R!lll¥11Sl2! 釉魚牙色

Imm以下/(JI和 lゞ•、石少 1/4 ！」台 111耳吹存1個
(2 5Y8刃151 文深縁(5G:J/7)

22 9 井戸 1 f1i,'/1]ij'l)'I 4ヽ',柏 54 63 7 3 にぶい亦褐（公5YH5/") 2mm以下砂粒長．石少 1/3 底面焼成後守化1個

2:l 9 JI戸 1 il伽rJ焼 壺 80 (8 3) 陪/1囮 /]11113/2) 05mm以卜砂粒 J,、伍僅 胴～底祁112

2,1 9 井戸 1 11i,'i1jり-t!'i 脹 10 1 (12 8) 陪赤(11Jl{J/4) 05mm以下砂粒長、石僅 胴部1/1底部1/1 底而e;,111

25 9 井戸 1 俯 ~iJ 焼 鉢 57 80 74 賠灰黄(1oY 4nl 0 5mm以卜砂粒 K、い1箱 2/3 糾摩拭空ell

26 9 井戸 1 陶；；怜 拙鉢 HO (7 2) 栓!(, 5YRo/8J 
4mm以ド砂粒、繰 J乏、石、

体～！底部]/cl 堺明右系か
赤少

27 9 JI戸 1 術nrJ焼 面鉢 10 0 110 6 75 外灰r2s, l(c/ll 2mm以卜砂和 J之、伍少 1/3 

28 9 井戸 1 陥前燒 痙 22 8 (11 5) 陪赤褐(』5YHJ/:J) 1mm以下砂粒長、打少 D緑～胴部1/5

29 9 JI戸 1 11伯前焼 灯明受1111 10 2 1 8 9廿,..,・.r1111w"1 05mm以卜砂粒 J,、白僅 ほぼ元形
油溝3個 IAJ外血に泥しlう
喰布

30 9 井戸 1 f1i,'iリij'1J'i 灯lj/受j]][ 78 1 3 駄赤(25YH4/2) 05mm以下砂粒長、石住 2/3 
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批i& 以1 計訓直 (cm) 胎十▲

番号 番弓
氾構名 種別 閤種

口径 底径 硲飩
色甜索索地文文椋 長長れィ，ィ，りし 訣態 形態手法の特徴なと

ふ朴色殷化粒

31 9 井戸 1 I: 師器 1IIl 13 2 86 19 にぶ濯浪(10YR7/3I 1mm以下砂粒長、石少 1/t イトキリ

32 9 井戸 1 Iポ,11盗 1II1 77 42 14 灰渇(7s, 郎 n) 1mm以下砂粒長、石少 3/i イトキリ

33 9 -JtJ-i 1 土師僻 1111 83 66 1 4 灰内U;)8/1) 1mm以 Iヽ砂粒 L、伍少 ほぼ完形 イトキリ

34 9 井戸 1 I: 師岳 焙烙 35 4 (3 3) @;d? 5Y ,1;1) 3mm以下砂粒、條長、石少 D縁部1/5

35 10 井戸 1 I: 帥協 焙烙 32 0 (6 7) 灰筑褐(10,Honl 2mm以下1少粒長、石少 u砂部1/3 u和糾通しあり
36 10 井戸 1 瓦’貫 火鉢 30 0 ~7 (I 10 0 1I! (lUY」{2/1) 2mm↓ ~、|、砂粒 K、白少 1/3 4木足か

:,7 12 上堺 1 陶昂 松 86 (4 :;) 永I火庄125Y8/1) 袖iCぷ墳(25Y6/3) 05mm以下砂和長、石作 n禄部～杯部1/8

38 13 I扱'・2 磁器 JIil 56 (1 2) 
稟ホワイト(K!:l()) 釉パー）しホ7外（りY

粘良 見込み:l/4
匹仙か紛潤朱

9/0 SI 文汚群吉17Pf<S/12) (7 5R5/8)、銀が、口色化か

39 13 I堀 2 染付 1111. 10 4 5 5 2 .10 
合:ホ＇］イト IK95) 芥白：Jヽ ）しか"卜（打Y

粕良 4/5杓度
転花 I村血コンニ',クFil版

!I/IJ SJ 文：系II 古 (Sl'B:J/•11 油花文

40 13 I以~. 2 染付 仏飯器 70 40 54 
索にぷしボ黄橙(1りyJ(6/:J) 釉オイスタ叩7イト

1mm以下砂粒少長、石 D縁110底部]/]
(EGY8 5/0 3) 文蒋他色(2oPil6 5/E 5) 

素;,ー）い],"7 外(~\9/(l S) 
長107orm 幅n}rm 

41 13 土腐 2 栄付 水油 釉オイスターえワイトCiGY85/0 J) 粕良 1/5杓Ii/

文il¥古色(7Sl'llJ S/111 高36cm 

42 13 I批 2 染付 1IIl 21 0 13 7 2 8 
素アイボリ--12月YEo/1 S) 釉オイスタ 9トワ

1mm以 I、秒粒少 k、し 1/4栂
肥印I¥刊期18C印半代か

イト(5GY85/0 :J) 文スマルト(5mふ.i/bl 畳1寸釉剥き＼閻I:れ砂

13 13 土腐 2 掏岱 椀 10 1 10 71 
素にふし洪佗(lllYR7/:l)

1mm以下砂粒少長，右 u:J 
釉Hii褐(10YIぐ11:1)

44 1~ I堀 2 阪岱 鉢 19 4 74 5G 
釉にぶし淳t褐(10YR5/4I

n禄部1/o咲部完
肥仙,,,,11毛n皿蛇ノn柚

索I火奴(2c,¥7/2) 剥ぎ

45 13 I塀 2 陶器 皆水入れ
素I火U(7SYお11)

1/3 
J之(6Ocml I幅(67,ml 

釉I火褐(75YR1n) 柑的37rm 

46 13 土席 2 閑前洸 揺鉢 (35 3) (9 4) 
外：’ふしヽ 赤褐U:,YH4/ふ）

1mm以下砂粒少長、「 D稼部1/R以下
内にふし,,),濯H2バ1{4/4)

47 13 土堀 2 閑印洸 揺鉢 17 9 77 67 
外：’ふしヽ 赤褐(IYH4/:J)

l-2mm砂粒巾長、右、赤 2/:l程度
内叫灰lllli1{4/Jl 

48 14 土堀 2 備前洸 揺鉢 (21 8) (8 5) 
外：’ふしヽ赤褐（公cYH4/4)

1mm以下砂粒少長 底部1/S以下 rRif, 内空印
内褐仄IS1Wll

49 14 土堀 2 附前焼 瓶 1~1 (91) 外Hii赤糾(IYIW:l) 内褐仄([,)Yll4/l) Imm以 I、砂粒少 L、黒色粒 底哨3/4ijl,J哨1/3 船捻利

50 11 I. 脳2 備前燒 匝鉢蓋 19 1 15 :2 2 2 iCぶ:ts,か裕)(25Yn'i/,1) Imm以下砂粒[,長、石、赤 1/3 

51 14 土涼 2 協沿 土瓶 2~ ;12 :n 索にぶ遼1(75Yll7/41 釉灰II i~b/11) 、
精艮 江ぎIIOJみ欠捐 底面墨苫III='」か

紺古色(4C5/4)金色少し含む

52 14 い版 2 I: 帥協 焙烙 312 (6 0) 外黒(XU) 内にぶい設f釦(lOYHo/3) 1mm前後砂粒少長、黒色粒 U緑部1/4 穿{L1個残

5:J 15 土堀：3 附沿 1111 (:!0) 累仄白(SY7/ll 釉黄褐(2SYS/:11 05mm以 I、砂粋 K、伍仰 底哨戟片

51 15 I. サ心;:; I: 師岱 1IIl 83 1:J J:j 村U5YTT6/6) 05mm以下砂粒長、石少 1/2閤 底部糸切り

55 16 い様 5 陶沿 椀 49 (1 95) ふIAL」12SY灼/1) 袖I火U(7 3Y7/li 古'"」上ロヽ立ロ〖
見込みH跡3か所｀高台部
日Ii、Ji'「3か所

56 16 I堀 5 I師囮 灯明受1111 11 2 6Y 2 Oo :.'.'.(~2/) 1mm以卜砂i恥1,,,)1 11禄端祁1/4欠担
内血坦占?、灯芯痕 令体

に灰化

57 17 い枯6 染i寸 碗 42 (1 3) 
ふ釉ミル干如7イト (llJYH~公/0S) 

粘良 古回Lnヽ立o! 悶徳鎮か
文肝百色175Pll3 5/ 111 

58 19 い枯7 染{J JIil 12 4 /2 4) 
糸仄白ISY8/ll 釉オイスターホワイトに（心’

粘良 底部11, 17世紀代後半？
8 5/r) 3)文仙色(6PG25/4) 

59 19 土塩7 染付 猪U (3 5) (3 8) 
素ボJイトIK9S) 釉オイスター六ワイト(iGY

精艮 1/!i以下
型押しに限み 伍付釉剥

8月;o:I) 文臼紺繍(of'H:1/8) ぎ

60 19 I翡礼7 白餅 猪11 5 2 30 30 素袖ミルキーホッfト1111YR9,;uり） 1mm以下1沙粒少長、「 1/2 

61 19 土塙7 染付 梃 99 36 52 
素ボJイトIK9S) 釉オイJ、ター六ツイトに(;Y

1mm以下砂粒少長、石 杯哨～底祁1/2祁
8月/(}:,) 文怯色 (2 卜·~:1だ）

62 19 土壊7 怜J沿 椀 (9 21 (4 0) 索にぶ、ホ褐(2c¥ I(り／す） 11稼部1/6 肥前刷毛H

63 19 土涼7 陶僻 1111 10 35 3 5 :J 5 素暗1-k英125Yo/2l 袖IAL」15YS/2l n縁2/3欠、他完存 n縁部柘I)曲げ1かf)i

64 19 I翡礼7 陶器 訃 36 3 3 2 1 菜I火黄1,,Y7d1 釉！火山（岱7/21 1mm以下砂粒少長、「 取っ手以外完形 餌人れ 1段而宅巾

65 19 土壊7 怜J沿 肱 (14 6) (12 8) 索灰黄"S¥711) 釉灰亡17月¥7/ll 精良 胴部1/8-底部 肥前灰釉llli

66 19 い瓜7 紺Iii焼 叫針 14 0 13 7 69 
外仄,,\01101,~m

1mm以下の砂粒多長，石 1/:i強
内にふい亦褐(2cYR5/41 

67 19 土埒7 備前燒 瓶 8 :1 U 85) 外赤褐(lilR>/ol 内赤褐(l!l応 /41 粕艮 仝体の1/2弱 底血窯印！ 花立

68 19 I堺 7 備前燒 定 14 4 (9 4) 外赤褐(l(IR;/が 内明赤褐("'Y応 /Ii) 1mm以下の砂籾ド長、石 n緑部1/4 19条0)沈線

6~ 19 土塙7 備前燒 拙鉢 2:J 6 10 6 91 1/i,/1、(2S¥'IW2) 1mm以卜砂粒多区、わ 1/4 

70 19 I棗盗7 備前燒 荊 29 7 18 4 .34 9 外赤褐i10Rl/3)内赤褐(10RS/-11 1mm以下砂粒少長 全体の1/3強
取っ手が退化し知りに現

存]f[,',[(枯占対か）

71 19 I拙 7 I帥齢 焙烙 (41 0) (4 3) 此'.(!¥ど／） 1mm以卜砂序v少 k n行部1/8

72 21 土塙9 掏硲 1111. 3 8 (2 6) 索：こふ墳橙(10Yli6/'l) 釉1,1召75Y6/ll 05mm以卜砂仲 E、tij贔 底祁1/2弱 肥81Jカ・ 胎土目3佃

73 21 土席9 蘭iiJ洸 揺鉢 (61) 仄赤125YRc/2l Smm以下砂粒長、石少 口緑部破片

74 21 I拙 9 紺Hii焼 橘針、 14 0 (6 3) にふし、赤渇!25YR4/4) 6mm以卜礫長、い少 底部1/4

7o 22 土埒10 染付 1jヽ1111 40 14 索柚ふワイ1-1~りII 文春U官（叩K:1/4¥ 精艮 1/2 

76 22 リ悩10 瓦 軒丸瓦 'l,'(K2/0I 05mm以下砂粒長、石任 瓦当部1/1
J;(69cml幅(S7cm)搬

大1'1.l8cm 

77 22 I.I巖10 丸 'I'凡 I!(~UO) 0 5mm以ド砂粒 k、伍f,'• 11,1 
k(12 3em)輻(130cm) 

蔽大厚17rm 

78 23 土堀11 染付 碗 12 3 64 74 
累ホワイト (:,;~5) 釉オイスター点ワイト

粘良 4/5 広東碗悦iJ隣れ砂
(.IGY8 5//J 31 又：紺邑161'82.i/4) 

79 23 土堀11 染付 碗 11 6 66 64 
累ホワイト1:,;151 釉オイスター点ワイト

粘良 1/4 畳j.J柚点lぎ
(.I(」Yk11,13) 又払邑 /;]'~3/1)

811 2:J 土敷11 染H 碗 60 (1 9) 
索ホワイI(¥9 5) 釉スノーホワイト (~951 

精艮 底湘1/'l
什',',:f寸釉淵lぎ 閥台杓説絣

又藍鉄色15PD25/21 叫

81 23 土欺11 白磁 猪U 50 2 8 3 3 索前：ホワイト(K951 粕艮 1n 丑1寸釉剥ぎ

82 2:J 土岐11 受i、1 碗 110 42 62 
索I州'Il¥8/) 袖オイスクーホワイト

精艮 1/3 昼fJ利刈ぎ
（り,,n11lJ:JI 又株柄戸110即 5/25) 

83 23 u巖11 染fj 碗 10 0 40 54 
素小ワイ11,!1,) 釉スノ—ふワイト IK!l,I

粕良 4/5 
符付釉蒻,,ぎ 的合1付焼継

文庄t色1,mふ/51 園

84 23 土堀11 染付 碗 44 (4 1) 
索ボ7イト(¥951 釉ス／ーホワイト(t¥951 

精具 杯～底泄1/3
丑付釉剥ぎ 閥台内焼樅

文沖花('•.(~SJ旧い/SSI 目l

-61-



批i& 以1 計訓直 (cm) 胎十▲

番号 番弓
氾構名 種別 閤種

口径 底径 硲飩
色甜索索地文文椋 長長れィ，ィ，りし 訣態 形態手法の特徴なと

ふ朴色殷化粒

85 23 I)殷11 受付 I範 94 4 8 3 8 
ぷボIイト12'951 袖幻ーホワイト(l¥951 

栢良 1/2弱 丹fJ粕砥IJぎ
文和色(2PIW,I

86 23 土堀11 叫と付 猪U 50 2 8 2 9 索柚ふワイ1-(~951 文虻色(2PK3/5) 粕艮 1/2 置付釉剥ぎ

87 23 土欺11 染付 小碗 74 42 67 
素ホワイI(¥'IS) 釉オイスクーえ、ワイ1、

粕良 ほぼ五形 ",',・f寸h刊剥lぎ(SC¥'、,,111:11 文澪色（ぶ'K4/7只）

88 23 I見炭11 染i」 小碗 73 34 62 
素ボJイト1,95) 釉スノーホワイト(r,;g51 

粕良 ほぼ厄形 醤付釉剥ぎ
文想忌鼠155P国7/5)

89 23 ［股11 染i寸 手’,,’’’ . 87 3 3 2 8 素釉ふワイト(Ml,i 文胃席14,PR:J/71 粘良 ほぼ完形
畳付釉叔lぎ 的合内銘
款、焼継印

90 23 土堀11 染付 器 86 3 3 3 7 素Iド：(，ぷドJ.Sイ.5ト/ll.1,:J~).5) 又釉：薄：オ藍イlス~f\タ6ーふ,: り 粕長 2/3 
外曲コンニャクr11版、手書
き畳i」柏剥ぎ

91 24 け癌11 染付 盈 84 :l 5 2 9 
素ボ｝イト(X4Sl 釉 9ノふツイト(KりS)

粕艮 ほぼ元形
き凶口内：呪料1・1J 五付柏祁」

文百藍(4芥PRV7)

9~ ~4 土睦11 染f,J ""' ~· ・・ 92 :J 8 39 文ぶボJ刊塙Jイ緑トC(,t/9l'.5ll11/8釉)スノーホワイトIK95) 栢良 3/4 骨付利l剥き‘

9:J 24 □娯11 染付 碗 60 (:l 5) 
索ボ7イトIX9Sl 釉・、スJーホワイト(K9SI 

粕艮 杯～底部1/3 丑付柏剥ぎ 凶台阿焼絣
又り応(451'113/7) Fl」（赤色）

Y4 24 土J松11 企i、1 1111. :lO 0 111 8 44 索ポJイトc,i5) 文袖ふ久オ納イ戸スダ(1—11 心恥lSイ/2.ト 5) 
(:i(, y s ;i/()'.{) 精良 1/3 

95 24 l.~11 染fj 訃 17 0 95 7 3 
索ボ7イトIX951 釉ス／ーホワイト(t¥951 

粕良 4/5 輪花5屯位丑付釉剥ぎ
丈濃粒1,1'82/0I) 向合I付銘，；久、焼龍日J

96 24 I欺11 染付 碗 l!i 0 60 74 
索ポ7イトIX951 袖オイスク-,:、ワイト

梢良 1/2 f!f寸柏讃lぎ!SC¥, S/11 :JI 文．群合色17SPH:l S/11) 

97 24 u巖11 染fJ 1II1 11 8 80 2 3 
索ボ7イI1¥9 51 釉スノーホワイト (~951 

粕良 1/4 蛇ノFl間形凶台底而焼
人紺己(61'K25/4) 継ell

98 24 土媒11 染i寸 1IIl 15 3 96 44 
素小ワイト(.¥!JS) 釉スI・ えワイH~YS)

栢艮 1/1 
』縁端U紅、,1檜化蛇ノ

必は藍12l'BU:1,) ビ刈形高台

99 24 土欺11 染付 JIil 11 7 5 8 2 4 素文：：オ壻ワ期イ紺ト((¥ll!l1'5H):i/8釉1スたかワイトIK!lS) 粕良 1/6 底血燒継印（赤包）

100 24 I)座11 染付 1111. l:J 8 7 8 :l 7 素柏灰白(7SY7/ll ). 監色(2I'B:J/,i) 和良 1/2嗚 蛇ノII囲形闘台

101 24 土欺11 磁沿 ュ.,_"・ • 30 1 5 索釉灰苫(2,Yo/2) 精J,! 完形

102 24 土欺11 磁器 芸""・ 54 (2 7) 素袖I/豆」(75YS/ll 粘良 4/5 

10:i 24 土堀11 染付 瓶 16 ;1.i 9 :; 素袖：ぷワイト（い,1 文払試i7,K4 S/2 ,) 精艮 2/3 仏只？

104 24 I: 娯11 染付 瓶 50 (9 6) 本袖ホワイI・(t¥951 文弟II色(6PT12oil) 粕長 D禄部欠、他2/3仏具（花れ）

105 24 I: 娯11 青舷 l泊ト鉢 17 7 10 7 14 0 素ボ］イトIX951 袖千草邑110G7/?.i) 粕長 ほぱ完形
ー田古磁脚3(j帥了？）
突起 II、各14個焼琳

106 24 土欺11 陶器 椀 10 0 3 5 65 
糸にぶ：況!fl([{J¥ 117 /"I 釉灰心'c

05mm以下砂粒長、石住 1/4 湘戸・玉滞か
（どsnn1 文叫オリープl火ISCYJ/11

107 24 ［脱11 陶沿 椀 10 8 42 74 ふ赤l火i,5YTI1/l) 袖怯緑ll5G.i/:JI 05mm以 I、砂粒 lふい僅 1/2 

108 24 土堀11 協沿 小愧 80 :l () 46 
索怯UI~ りY7/l) 袖,:ふ,,,只 I~SY り1:1,

05mm以卜砂粒 J之、 hf崩 2/3 
文I火1'1125YS/2) 

109 21 土堀11 阪岱 小愧 72 (1 7) 素にふ凸黄渇(JOY廊 /L) 釉灰亡 05mm以下砂粒長、石性 D縁～杯部1/2i,¥Yo/1) 文'.'.'c柑(7.iY艮2/2)

110 21 土娯11 掏硲 鉢 62 1 0 32 索I火1'1125YS/l) 袖I火黄125Y7/2) 粕艮 :l/t 餌人れか

111 24 I欺11 掏器 針ヽ 69 ~8 32 素I火1'1175YRi/2J 0 5mm以 Iヽ砂粒 l←凸倅 1/2リサ 餌入れ
釉胆亦褐12月YIB/2)

112 24 I堀 11 磁；；；； 小碗 8'l % 5 :l 素仄佑125Y8/1) 袖灰茄(25Yo/21 栢艮 o/4 

113 21 土欺11 幽岱 小碗 92 3 8 5 3 
素灰臣lrnrn,12) 釉にふい黄(2SY1i/:l) 

I) 5mm以下砂粒長、石僅 U:J 丑付柏剥ぎ
文戊黄 I~SY月/:l)

114 25 I欺11 掏器 I油 74 (4 S) 素灰1:,/6/) 釉賭緑色15G:J/41 0 5mm以 Iヽ砂杓 l←凸少 II緑-i主II部1/.3；主11部I付側穴3fl,I

llfi 20 I股11 阪岱 I)原 72 8 ,) 14 0 
素にふい黄佗!tOYRliハ）

05mm以卜砂粒 K、什作 n縁～｛本部1/3 庄n部I付側穴3個
釉陪褐(lOYR:l/4) 文ikL」125Y8/ll

116 25 土堀11 陶僻 器 18 0 (:J 4) 
素にふ咆/5Y/(6/4)

05mm以下砂粒 K、石fi'' 1部欠、他1/2
釉明赤褐15YR5/8I

117 25 I . 堀敗11 陶器 行'I' 15 0 60 84 素I火U(2 SY7/l) 袖にふ，.洪 12,Yli/:ll 0 5mm以 1・・≪,粒 J乏，伍f「,・, 1/20砂 江11把［欠m 3几
118 20 げ癌11 阪岱 鍋 lo 2 6:i 72 素橙(5Yl(ii/61 利明介渇（円Yl¥5/6) 05mm以卜砂粒 1~、什作 3/4 双且

119 25 土熙11 陶僻 灯明受1111 86 5 5 52 素I火山（どIY7/1) 袖I火貨125汎 Iど） 05mm以下砂粒長、石住 ほぼ完形

1211 25 土J痙11 lifu/沿 灯nJJ受1111 9, :l 5 1 7 素灰白IX8/) 袖灰白1"1oH/1) 0 5mm以 Iヽ砂粒 lも (Jj韮 3/4 内血3条の櫛苔文

121 25 土媒11 掏岱 鉢 (4 5) 糸,11「麻色110Yl(8/2J 釉灰緑(1S釘/:!) 05mm以下砂粒長、石代 U縁陥破片 月形？透かし孔 渇残仔

122 25 I. 服11 陶器 灯nJJ受JIIl 96 5 5 1 3 にぶし赤褐12SYRS/sl) 0 5mm以下1少粒長、石僅 1/2如 油滑：1個、底而外キリ

12:J 25 土娯11 附沿 1111 80 66 I) 8 
素：ーぶい臣(SYRG/4) 釉瞬褐

0 5mm以 Iヽ砂粒 K、いf葎 1/3 仏11,,木H、外伯化W十恨(1,rn:11:i1 

124 25 土堀11 備叫燒 1lli (1 6) 赤褐11nR4/4J II 5mm以卜砂粒 K、什住 破片

125 25 I.P炭11 il伽り焼 1IIl (1 7) 赤渇(.iYK4/n) 0 5mm以下砂粒長、石僅 破I',

126 25 土堀11 俯RIJ焼 人形他利 18 4 8 12 8 陪亦褐(;5YH3/2) 05mm以下砂粒 K、石イ',', 冗形 底1111空印

127 25 IJ幻11 備前燒 鹿 85 52 7 8 ぷI火赤(!OR1/2) 袖暗赤褐l!ORJ/31 05mm以 I、砂粒 l~、伍僅 1/2 

128 2:i I股11 /,[,¥1)iJ!J'i ti nJJ受1111 70 4'J 1 2 灰(iY7/l¥ 05mm以 I、砂粒 1ゞ、白f「i'' 2/3 只曲板H

129 25 土欺11 備前洸 灯明受j]][ 90 5 5 1 5 亦祖110TTS/4l 05mm以下砂粒長、石佃 2/3 

130 25 1.W<ll il伽 i1焼 針ヽ 26 5 14 45 10 7 にぶ芯褐(2Srni/ふ） 粕艮 全休の9/10 内外に緋序

131 25 土埒11 備RIJ燒 鉢 :J3 6 21 0 16 8 陪亦褐(2oYIW:l) 2mm以卜砂粒 K、什少 1/3 

132 25 リ悩11 備H¥燒 揺鉢 30 4 17 6 14 0 赤渇(!OR3/ll :Jmm以下砂粒 J之、石少 1/2侶 託Dあり

133 25 リ簸11 陶盗 拙鉢 34 0 17 4 113 
外P,赤ll0R4/2)

Imm以下砂粒少長、黒色粒 全休の2/3 堺明石系か内にぷし,,/,;褐(2cYll4/3)

134 25 土欺11 箭前焼 厘鉢 29 0 29 6 10 2 ')」,(111110101 8mm以卜陳区仁、焦色粒多 1/7 内血煤付竹

135 26 土躯11 且 市1丸丸 賠灰 (~I/) 1 mm以 I、砂粒中上又、仁多 JL平沿Iえば・人：形 k(149mc)m筏)外怪
(131c 存l'/11cm

136 26 ［欺11 凡 軒丸丸 踏灰(K:J/1 I mm以下砂和少 Jゞー、石 瓦当部;じ形
L(S 75,m)外祥
113 Semi Y柑化屈1Scm 

137 26 土堀11 瓦 丸瓦 放(l¥5/1 1mm以 I、砂粒多 J~、ト ほぼ足IIタ
k(22 2cm)』,)ゞ 11,・,:
12 4cm以大I'll8cm 

長(130cm)外径
138 26 土堀11 瓦 軒平瓦 陪I火lcl'l/) 栢艮 丸当部完M 14 0cm)残存匡175cm 

」t「,Wli.',226cm 

139 26 ［欺11 凡質 I器 艇炉 18 5 17 3 16 9 /'. ぶし褐175YR5/3) 1mm以 I、秒粒 l心り少 1/5 iJヽJ1(1iカキメ状ナデ

140 26 土賑11 土帥齢 1111 70 47 1 2 にふい黄橙(11JYJ'7n) 2mm以下砂粒長、石少 2/3 底祁板目

141 26 土枇11 瓦質土堺 糾灯’
外内灰(:i4/)断灰白(25Y7 /l) 

1mm以下砂粒多長、石 約1/4
最人高278cm 

『り内にふ．税(I0Yn7 /2) 最人」~390cm 

14~ 26 土堀11 陶料 柏庭定具 (10 2) 
文オ「)---;l)火(lOYti/ど）、黒llllYHl7/11、陪

2mm以卜砂粋少卜、雲/:J 打i定3足で1足のみ残存
,/」、(1111wn1
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番号 番弓
氾構名 種別 閤種

口径 底径 硲飩
色甜索索地文文椋 長長れィ，ィ，りし 訣態 形態手法の特徴なと

ふ朴色殷化粒

143 27 土見奥12 染付 碗 10 4 42 59 素文：：：古l、ワ庶イ1ト4(:(51!1'.58:l)/7) 釉：ス ，： ワイト 1~!15) 精長 1/S 高/;'合仏J焼継目I仔付柏ぷIf

144 27 上堀12 染付 碗 99 40 49 
素ボJイト（入95) 屎,ri,ノーホワイト(~り5)

精艮 1/2 丹付利剥き£斎II色(6PJ1?,if,1) 

145 27 土堀12 染付 1111. 1:16 8 () :;o 
索ホワイトIX9Sl 釉オイスターホワイト（，孔じ＼

精艮 1/2況 丹f寸和刺き8 5/0 :J) 文紺心(5Pl1J/,1)

146 27 I. 欺 12 染jj 1IIl 19 0 12 0 2 9 
素ホワイト IX~ol 釉オイスターポワイト（叫Y

精艮 1/5 ,1囁化16個か悦付釉剥ぎ8 5/U'.JI 文紺色(6PK15/4) 

見込み蛇ノU釉刈ぎ 1,i11 
147 27 I股12 掏器 椀 JG 0 'i G S 1 素仄白（公5YK/1J 袖1-ぶい娯12IY6/ll) 0 5mm以 I、砂粒 L、凸少 4/5 毛H 喪血墨苔行f寸砂

Fl 

148 27 リ殷12 陶器 椀 13 4 52 64 
索I火1'115Yo/ll 利あまいろ11OYHi/21 

05mm以 I、砂粒 k、白少 2/3 
父鉄f内戸110835;2 ,l 

149 27 リ殷12 陶器 針、 95 (7 5) 
索にぶ郊褐(5YR4/3) 前：培赤褐

5mm以 I、砂粒、 I羨 J乏、石少 体～底部1/3 内面屈lI毛且文l兼(.IYIW2) 文灰門（円Y7/1)

1:iO 27 I欺 12 備叩焼 喪 67 J :i o4 赤渇(25YR4/6) 0 5mm以 Iヽ砂杓 l<、い僅 1/:J 

151 27 土JJJU2 Wi1MJ'i 仰鉢 10 0 10 8 60 rゞい赤渇(2SYH4/:J) 2mmfl. I、砂粒 K、い少 1/4 

152 ~7 土睦12 附沿 肱 8 :J (~7) ぷ仄Rl2 り Y~I と） 釉戌がi(2りY7/:JJ 0 5mm以 Iヽ砂杓 K、い僅 底部1/4 底川滋胎、黒褐色を呈する

15:J 27 土賑12 箭 ~iJ 焼 丈JOJJ受1111 11 4 (1 8) 灰水(2S¥IW2l 0 5mm以卜砂粒 K、い1箱 1/4 11和黒色f寸着物あり

154 27 土岐12 俯 ~iJ 焼 針 19 :J 10 0 8 5 必浄り(ilJi4/4) 0 Smm以下砂粒 K、石fi'' 1/3 緋零製窯印

155 28 土岐1:1 来i、1 碗 (4 5) 素利Iえワイ(、 (~9,) 文性色1,ド閲Iう） 精具 破片

156 28 土堀13 白秘 小Ilil 54 2 8 1 7 素利Iえワイト (~9,1 精具 4/5 

157 ~8 土堀1:J 染付 1111. 97 (~:J) 素ボ｝イトC,YS) 釉スノーがJイト(KYS) 栢良 底部1/4
文糾色16PI32.i/4) 

158 28 土娯13 磁岱 碗 4 8 (2 1) 糸仄虹(2S¥7/2) 釉灰佑110Y7/11 精艮 底湘1/2

159 28 土-~13 掏器 鉢 (6 2) 
糸仄褐17,YH4/2) 袖虹枯茶(7YJW3)

05mm以下砂粒長、石住 D紘部破片 肥jiJ刷℃nか
文否位 (~SY7S/11 

160 28 I: 娯13 I: 師箔 1IIl 67 4 1 1 2 し 斗咋(75YTT5/3) 1mm以下砂粒長、石少 完形 イトキリ分孔1個あり

161 28 は捺13 I: 師器 1IIl 67 4 5 11 炊』(2oY7/1) 1mm以下砂粒長、石少 3/1 イトキリ、板目

162 28 ［堀13 陶器 橘鉢 22 0 110 7 7 赤(lCRo/61 l-7mm砂和、繁、」と、石少 1/3 J料町伍系か

16:J 28 土堀l:l 備前焼 瓶 11 (5 7) 
外賠赤褐(2月rn:l/4)

粘艮
1 1布象1/2-圃司,...,じ 人II多袋飴利尊のミニチュアか外

内にふし赤渇(2吋 R.¥/1) 1/3 Iii布 の即押し

164 28 I J,1&13 I帥盗 概炉 26 2 (14 6) 外灰褐ISYK4/2)内渇灰（月¥'K4/1J 2mm以卜砂粒 J乏、石少 1 1奇象-.!同;'沿1/5 内面に瓶枡剥離I長

165 :10 
土娯

磁沿 碗 3 65 (3 5) 
素ホワイト(¥!JS)利オイスターホ1イI・

粕長 底部7/8程度 色（赤絵、令蔽、器忠染）（寸0)上に色紅
15・16 (.¥GYo 5/tJ:J) 丈百藍(15l'll:JJ71 

I: 頌
索ホワイIl¥'I S)釉（外）1; 禄灰17SCY7/1) 

肥磁前四1方8[禅LI紀後半染付仔166 :10 染付 猪U 86 (o 65) （内）オイスターホワイト（月CYo S/0'.l) 父紺色 精艮 11 禄,"~-底 i祁
1s・10 (6Pm Sf,)) 

167 30 
土栞

染付 1II1 13 2 74 31 ぷ(S：CオYウSイVHOV.:!Il.SJ釉オイスタ←・オ7イI・ 粕良 全（木の1/4 肥前波仕見うす怒
15・16 ，丈系甘1'i(Sl'll'.l/4) 

168 30 
土堺

陶僻 松 91 38 5 55 素I火U17 SY7/1) 袖灰17SYn/1) 粘長 全（本の21:1 に楽 18世紀後半
15・16 

169 31 リ殷18 染付 燕 34 12 25) 索(.I ：CポYJ.Sイ.1ト/1il,.:l~).11釉オイスターポJイト
又州璃紺(nl'Wl/81 粕良 見込み部分 瀬戸 19に紀焼継

170 31 I滉巖17 備前燒 叩蕊 14 6 (12 45) 外仏r：:員こふ灰::(,2,が日褐Y41/21,)rn,1-11 粕艮 D縁部～胴部]/,] 修復痕あり

171 32 土堀19 染付 碗 89 34 51 
索ぶJイト(¥!IS)和オイスターホフイ1

粕長 11緑1/8~9-し兄込み 湘戸 19世紀叩半I.¥GYo 5/0 :;)又,',11,(;(1 5PD:Jl7) 

1n J~ 土岐19 来f,J 猪口 77 46 S 75 
ぷボJイトC,951釉オイスターホJイ1ヽ

精良 全1本の1/10凡'!虻（月GYS1/0 1) 文紺色(GP(l2う/4)

173 32 じ服19 磁器 1IIl 8 1 (2 1) 
素才、ウイト I,~SJ 界『オイスタ←,1フイI・

粕艮 見込み部分]/cl如 禄色絵）．」赤(10R5/6) 内悩(.l(,YS ,;,J:ll '(J留討蒜IIWl'B:l/8) か外卍

174 32 土枇19 染付 鉢 1:l 4 97 3 85 素ボJ イト C,~S) 文釉：瑠オ璃イス糾ターポJイI・
!,¥GYS o/0 3) 16Pl33/81 栢長 1/3閤 肥前18世紀中カ

175 32 土JJiU9 央i、1 I粧 1月25 60 8 5 
素ポJイトIX!51釉オイスターーホワイト

栢良
D縁部1/8-残り

肥前18111_紀中かIS<』.S,111:11 文群合色17SPH:l S/11) ,元., 

176 32 土拙19 陶沿 小椀 80 (5 O) 
素にぶ哄橙(JIIYl17/:l)釉（外）にぶ栢

〇縁部-j本部1/{i
(7 IYH7/•11 ()IJ)).Jく』(2IY8/2) 

177 :l2 I堀 19 伯前焼 瓶 7 8 ¥11 9) 
外U音赤褐1,rn:1n1

粕長
胴部1/J-底部

底[ID窯AJ
内にぶい貨怜(2cYR.1/4) 4/5 

178 32 ［堀19 II研：伶 1111 87 69 11 にふ洪t登(liJYべ7/:l) Imm前後砂粒中 k、伍、赤 冗形 底面ヘラキリ、板目

179 33 ［堀20 白磁 猪口 45 27 30 釉オイスターぷ'・『イト(.iCY8 5/11 :J) 冗形

180 33 じ股20 陶器 椀 88 3 15 5 45 菜I火u1岱 ,S/11 釉灰山 (iYk/~) D縁部1/2卯欠拓 伯楽 18忙紀役半 U斉象加
に彩色

181 33 ［堀20 陶器 灯明父JIIl 10 60 44 2 0 素I火止(10Y7/l) 釉ll(L」(5Y7/21 D縁部1/3欠揖 油浩1個

182 :34 土堀21 磁硲 碗 10 0 (4 Ol 索灰1・1125Y8/1) 色栓/,、(101l5/5l D緑部11,1強 に巳見絵•悩金沿彩（文様化）他色

183 34 1),1&21 fl伽i1焼 佃針盃 14 1 84 1 65 にぶし功赤渇(2S¥R4/:l) Imm前後砂粒巾 k、石、赤 全休Oll/6

184 34 11殷21 術前焼 拙鉢 29 8 10 o 12 3 にぶい赤渇(2,YH4/4) 1mm以卜砂粒少認、赤 仝（本の2/3以上 孤疫片修復！長あり

よぶ 1 イト c,~sl 釉（外）汚紅 115G85/1)
苔台哨H近1/4以

染紀1中寸～胃後磁千 17恨185 35 土堀22 染付 碗 4 1 (:J 3) （内）オイスタ..,J、ウイl、(,CnS/11:;) 精具
必柑色121'82:l!S) 下

186 '.l;i 土堀22 陶硲 椀 11 1 1 0 "2 釉菜怯にふ貰、褐屯臣11(り5rnYRs6ni/4) 〇禄1/8見込み冗 漆肥前叶寸刷苔毛目 兄込みに

187 36 土堀23 樹沿 糀 素I火LJlll!YH7/11 釉 l火止 I~5Y7/1) 1mm砂粒多長、石，亦 u縁部含む阪I', 器闘/J8cm)残存長
19 45cm) 

188 36 土欺2J 陶器 椀 84 3 5 5 55 素灰佑(2月Y,1/1) 釉灰Fl(SY7/2) 1/2強 伯梨 19但紀げl半

189 37 土堀24 北付 伯1111 (2 5) 
索ボ］イト(¥!IS)釉オイスターホ］イ1

栢長 門縁部破片1,¥GYo 511):J) 文糾色(2PI32:J/S)

1911 37 土J炭'.<4 濾沿 :fiJIIII 
索ボJイト1:,951釉I火U(5Y7 nl百I火

11餘部餃片 長(515cm)c船m(l3 5cm) 
(lOHC.o/1) 最大19(0 75 

191 37 ［脳24 備 ~ii焼 揺鉢 /6 4) ドぶし赤叫(>5YCT5/-1) 1mm廿り後砂粒中長、石 口緑部破片

192 38 土堀25 染付 仏飯沼 79 4:J 56 
素ぶ｝イト(¥'IS)釉オイスターホ＇ノイ I-

粕艮 林哨1/2-9弱し～脚祁
応r,Y.<5/11ふI 又紺色(6丁'f¥2刃 4)

19:J 38 土睦~5 lij.J沿 椀 46 (6 6) 釉累,黒:c,褐ぶ(赤,豆褐1(/1,.S)YR4/3) 高台部1/4

194 38 は般25 染付 大慇 50 2 40 91 点（打cボv7,イvト(,:(u邸)）釉オイスターポJイI・ 粕艮
U縁学部1/12、休

又~紺り (Sl'll'l/•1) 池～兄込みほば元

195 38 リ版25 染付 1II1 31 7 14 95 5 85 
索ぶ｝イト(¥!I,,)釉オイスターホノイ1

粕民 全体の'l/l強
(5GY, 5/0 3J 文紺色16Pll25/4) 

1% :39 土岐26 染H 小I宛 73 :J 8 5 15 
ボボ7イI1¥9 51釉オイスクーポJイI

粕艮
Uj尋1/4りか—底祁 昼iJ利閑lぎ肥前IF和紀

(5GY, 5バ：l) )(_瑠朗紺16PI33/8) 完 後'I
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批i& 以1 計訓直 (cm) 胎十▲

番号 番弓
氾構名 種別 閤種

口径 底径 硲飩
色甜索索地文文椋 長長れィ，ィ，りし 訣態 形態手法の特徴なと

ふ朴色殷化粒

素ポ7 イト IX~ol 釉（内）オイスターホヅ lヽ U緑1/3・-休部 染1寸廿磁畳I、1釉求Ifぎ
197 39 土堀26 染付 碗 10 8 4 3o 61 (5G応 5/031 (外）緑I火(5GV5/1) 精艮 1/2 

離れ砂叫前18jft紀後
'I' 

198 41 土欺28 染付 碗 90 3 55 46 素(S：Cホ¥ワ、ゞイ.f>ト/（(入J.:lり)ぷ）釉オイスク一，トフイ1、文古紐(451ボ:l/7) 精艮 1/:l 湘戸

199 41 リ数28 染付 苓 8 75 3 2 2 55 
索ぶ7イIl¥9 5) 釉オイスタ—ぶ7 イ 1、

粘良
つまみ1/"、｛本部 瀬戸

（打GY>5/,Jcl) 又百藍(45l'Bo/7) 1/8 

200 41 I: 娯28 陶器 1IIl 8 75 :J 05 1 6 
索I火r"I(,Y7/11 

21:1程度 灰釉陶器、沖和ビ？兄込みに
釉灰白(5y7;,i トチン痕3個

201 42 土媒29 白蔽 朕 165 4 8 12 45 
素ホワイト（入りS)

粕艮 胴油1/5欠、他りし釉オイスターホリイI(i(rY.S :i/ll :11 

202 42 I ・敷29 備前燒 揺鉢 9 1 (2 4) 
外昭赤褐125YH3/3) 

粕良 11禄部1/6強 坑只0)描鉢
仏lにぶ濯心(2cYll4/4) 

20:J 4~ 土睦~y 陥叩焼 拙鉢 13 8 (5 1) にぶt如褐(2SYIW:l) 1mm前後砂粋少 K
肱部110-i本部若
I 

204 47 滞1 磁器 1IIl 11 7 4 3 :l 7 
索袖I火山(75YS/ll文薄化色

精良
Cl緑部1/3のみ欠

仏II川蛇ノH希仇刹ぎ(2 oPHo S/月,! 損

205 47 溝1 染付 」苧’’ 9 15 3 35 2 9 
糸仄佑17SY7/1 I釉：（外）オリフ灰12SGY 

粘良 全体の1/3弱
染iJ盲磁くらわんか条碗

;,;l) I内）灰白(1IJY7/1) 苫肥前18[11.紹餃l

206 47 溝1 北付 器 66 2 3 
素小ワイI(¥!I c) 1『オイスター,Iフイ1

粕良 全体の3/1強
J,[i'rl外cc(iJ;icc) 6 6cmつま

!¥(,Y, 5/0 :;) 又紺円(5エ'133/4) み.33X07cm恐状

207 17 洲1 染i寸 1IIl 116 92 2 5 素ホワイト(,!IS)利文：：Iオ留Ji/イ姉スタll.ild',トBフ:イl/I・8 (S(,YS ,;,J :,) I 栢艮 全体の1/1以下

208 47 溝1 染付 JIil 12 4 69 2 6 素(Sc,<」J、¥ワ_,イ_,ト/111,.:J9J. 引粕オイスタ・;jJイI・ 柘良 全！本の1/2強
見込みに小凡3羽 底部

文紺#(SPK:l/4) 針支え担肥前18111.紀代

209 47 溝1 染fJ 1II1 11 9 80 2 6 
索ボ7イI1¥9 51釉オイスターポ7イ1、

粕良 全休J)l/6以 I' 蛇ノEIIIIJ形高台(.SCY:、5/11:1) 又：紺古 (5l'K:l/4)
210 47 洲1 染i寸 鉢 77 (6 8) 

累小ワイト l:S~S! 釉オイスタホ7イ1、
精具 見込み～｛本部 沸L¥1B出十が揆合(:,(;Y, ,11i :i1 文鉄納戸(101Uo/2 o) 

211 47 溝1 陶齢 小愧 8 75 4 25 5 5 稟褐仄llOYWi/1)釉（日）灰白liYonl 全体の:l/4強 内曲化前上

212 47 而1 掏器 小椀 94 (4 9) 索灰佑12SY和/1)釉黒(7SY2/1) 精具 今体OJl/4弱 瀬戸天n茶碗

213 47 溝1 陶協 小愧 92 34 S 55 素灰佑(2月Y,¥/1)釉にぶい焚(2',¥h/:11 仝休の21:J強

214 47 洞1 陶器 小椀 90 32 54 素I火u1岱 8/1)袖り叫」(,Y7/?) 全体の1/2弱

215 47 溝1 陶協 盆 S 45 1 65 
素：＇ぶヽ褐 175YR6/:ll 

仝（本の5/6以上 内面菊化刑上部船刻釉褐I火(10YIW1)

216 17 滞l f1i,'i1),1りt 妥油咄t 17 8 25 1 6 
外にふ、堺褐(SYR4/'.l)

口縁部1/3欠 底面陶印外面かヤメ27本I勺叫赤褐Is5YR3/0) 

217 47 洲1 蘭iiJ涜 ,,;:,' 1 7 (3 05) 外黒褐l75YR:l/2) 1mm以下砂粒少長 口緑部のみ欠州
ミニチ工f底面1:雄II糸切
り

218 47 洲1 尉沿 壺 79 74 12 25 素灰賛祖llllYl!ti/2)和灰門(10Yll8/1! 精具
II禄哨1/6杵度の 肥叩17出紀か柚釉白
み欠捐 泥釉 Uはげ

219 47 溝l 陶器 鉢 14 2 (6 2) 
索：：ふ恒(7SYl(6/4、1

D禄部1/tと岐庁釉オリープ灰(SGYS/11

220 47 洲1 陶器 針¥ 68 6 65 5 8 
索＇こぶい院 (75YR7 /.I 

粘良 ほぼ9〖形釉仄亡(IOYIU/11

221 47 溝1 II『Jli~-1!'! 1111. 88 44 1 4 -J」ヽ怜Hlll114/4) 仝f本の1/4弱 細かいは4人口縁⑭押し

222 47 滞1 I帥器 灯川l受J]][ 97 68 16 灰白12SY?/1) 1mm以 I、砂粒中 ls,、仁 II翰し2/5f','Iば＇J＜すi)氏111イトキリ、板II

223 51 而3 幽岱 JIil (2 35) 索灰(SYn/1) 釉：灰オりープ(7,Y 4/2) U緑i恣般片 肥前 17出紀訓半

224 51 溝3 凡 軒丸丸 罪,11<(:'i:J/I 1mm以 I、砂和少区、赤 破I', 最K同 20cm 

225 55 包含I凶 協儡 瓶 52 (5 7) 素釉：黒にぶ褐(屹7月Y(7f(.S:1Y/Ril7/ l 粕良
D緑部1/R円部

内血黒杏「竹VヽJ一祁」
1/6 

226 55 包合屈 備前燒 匙 赤褐(lOR1f,11 粕良 全f木の2/3
長179cn,¥ I乱(19cm)
屎06cm 

索仄1'1(闘（） 蔽大長:l5cm」は(O大船
227 55 包含I凶 磁協 水滴 釉ハー）レホソ外(c¥'l/11S)丈咽皓色 粕艮 冗形 3 0cm最人阿 2cm)染

(6「'R3S/11) I、1「歩仄」

228 ss 包含屈 l帥器 針ヽ 8 4!i 37 
48-
灰白l!OYR&/1) 1mm前後砂粒少」~, 仁 ほぼ完形 底血イトキリ

so 

ら切内り株仕立ての燿九’ 卜か

229 55 包含I凶 瓦竹 I閤 規炉 16 35 15 1 17:l 
外怯(.¥l/1内I火UぽY7/l)

粕艮
全体の4バ（後而 而穿孔7個、閻.,足(2

杓ii火U17可7/1) 1/3強欠拍） 脚残存）土血ハト籾炊き
11木の節のテザイン3か所

230 57 井戸3 土師倍 甕 15 0 27 9 状賛125Y7/21 1mm廿,1後砂粒中長、石 n縁1/4-tll"l部 外面煤付許
3/4 

231 57 井戸3 I: 帥器 平哀 13 6 (24 55) にふし況橙(JOYC:7/2) lmm8u後砂粒多長、石 全休の1/2強 内外面炭化物叫若

232 fi7 井戸3 l帥器 閻杯 79 63 5 3 仄焚(2SY7n) 1mm以下炒粒角多閃石長、、石、J，)し、 脚祝端祁1/2強の
、円色粒、 古I み欠渇

233 58 土腐:10 弥生土器 珈" (~0) 外(・楳）！し:110Y「(1/1) Imm以 I、砂粒中 L、伍、赤 II禄哨苅籾片？ 外由煤付芥内：’ふい呉I冶(10YR7/2)

2:14 60 溝8 弥生土閤 廃 (1 9) 払黄(25Y7/2) Imm前後砂色粒和多、赤k、什、 黒 口緑部殴片

235 60 
たわみ

弥牛 I器 壺 14 4 (4 4) I:. ぶし ,1,mo0Yrr7111 2mm以卜砂粒 lゞ、い少 n諒音111/6
1 

236 61 包含i笞 弥生土陥 壺 26 6 (2 7) 
外:-ふい黄杞l!OYR7/41I付汲黄杞(lOY!l 1-3mmefJ後砂黒粒色多粒人、 七、 []緑部1/3程度 沈線 円形棒が心乎文8/4)励灰い(IOYR8/2) り」,ヽ.、

2:J7 61 包含陪 弥+.I僻 鹿 5 1 (:j 0) 
ケf:ごふ心沙し札(]()YJ17 /2) 

1mm前後砂粒多長、石 底部のみi'J [11 iこぶ；：貨朽i!OYTI7/J) 

238 61 包含陪 土帥岱 鹿 (4 4) 
外仄賃祖(IIIYI(月/2) Imm前後砂粋閻多石 1~ 、 白、 角 口緑部似片i/JIA黄褐(l1JYR1n1

239 61 包合!vi 姐息岱 ,,,:,: (111) (3 9) 外内択(75Yo/1)伽I火Il(lUY脳n) Imm以下砂粒1,長、用色粒 D! ぶ部1/8

240 61 包含I~ 須息閤 杯 (8 0) ¥1 :l:i) 灰門17SY//1) 1mm以卜砂杓巾 K 牡台部1/S以 I・

211 61 包含屈 I: 帥器 椀 S1 (1 5) 
外灰Rl2月Y7/1)内灰内(2oYF/2) 

1mm以下砂粒多長'Ti 闘台部のみ 占備系上什雨器婉
断I火u12勺YB/1)

242 61 包含I甘 lり舷 碗 60 (4 4) 素仄亡(,7/) 釉F,',色(]!1(,7/2'.i) 和艮 休～収哨1/4 ,iじ呆究系

243 61 包合愕 白餅 碗 42 (2 7) 索ボJイト1:--;9s, 釉｛必色,,「l8,n) 粕艮 底部

244 61 包含I~ 串山焼 批 (48 6) (11 6) 外灰(>.4/)内灰(10Y5/1)粕灰(,4/l 1mm以卜砂杓巾此 n縁部1/6弱
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土製品

掲載 図
~H!Ui1且 (mm)

重祇 胎土

番号 番号
迫構名 斧柾

械大長蔽大I似蔽大）早・ (g) 
色閥 長又石石石苺赤亦色酪化 罰考

粒了了母

Cl 10 JI戸1 人形 73 1 41 8 26 7 55 37 仏Jタト1犬(!iY6/ll 0 5-2mm砂和中赤、 J"、土色粋 上共人累火

CZ 17 I腋 6 鋳型 (44 0) (108 0) (50 0) (195 45) 仏J褐 I火175Yl{6/l)外杞(75Yl{7 /6) 
2mm以下J)仙粒多）＜、石、＇よ、

上側0)刑か
り」,ヽ, 

C3 19 土堀7 人形 (59 2) (29 0) 21 0 (25 6) 
釉暗オリ-:1灰 (5GY1/1)硝紺

桔艮 凋製放背面：こ粘 I核合痕
(10YK3/31索 I火白(10YK8/1)

C4 26 土腐11 人形 (76 O) (72 O) (4 O) (42 14) 釉灰白(7SY7/l)索灰白(7aY8/l) 2mm以下の砂粒長 陶製僧侶か た『同'iiに穿孔

cs 30 l滉凶15 人形 (69 2) (118) 23 3 (56 01) 灰白125Y7/l) 枯艮 上快哀部分に用痕か

C6 30 l塊ns 人IIク (52 3) 49 3 (31 3) (54 07) ム栖：こぶい黄閂(IOYR7/4) 1皿1前後,J砂料多 k、赤、令雲 上戟島

C7 30 土）痘15・16ミニチュア
内外棺12SYR6/6)釉橙黄色IIOYR

粕良
陶器 U悴 4Scm底怪 46cm

7 .i/10) 器高 1 6cm 

cs 31 土娯18 人形 22 7 13 6 高170 2 55 
表浅及橙(10YR8/'l)犀褐(75YR•l/31 な

精良 十製鳥
と

C9 31 l汲凶18 人形 (24 7) (22 5) (26 2) (9 231 
釉暗赤(75R3/4) IT手(75YR7/6) 

枯艮 陶飩人物珀部（大限天）
索灰白(10YH8/2)

C:10 31 IJ欺18 人形 ,2 9 21 8 10 s 763 内外祈；；；(5YR6/6) 1mm以卜の砂粋雲、合雲 陶艘人物 (j,;,)侶）燒締め

Cll :11 土娯18 人形 侶67) :32 8 21 I (26 94) 糸灰白(10¥R8/2) 粕艮 ＋製人物施釉

Cl2 31 土娯18 人形 (59 9) (64 1) (50 3) (60 15) 内外所にぶい橙(7aYR7/4) 1, 血前後の砂粒少長、赤 ＋製）ミ頭祁

Cl3 31 I)製18 紅皿 スノー叶、ワイト(X95) 粘良
白磁 11怪 2 1cm底径 0 8cm 
器裔 11cm 

Cl4 34 IJ製21 箱陀道具 月90 42 0 16 0 26 60 
釉淡黄(25Y8/4)オリブ灰(IOY4/2)

2mm以 I、(/）砂粕""、 U 陶製人神様1まこら透明 緑粕
索灰白(25Y8/ll 

Cl5 47 消1 人形 (118 81 (68 9) 40 (41 14) 内外所にぶい褐(75YRli/o) 1 5mm以下の砂粒長、赤、宰 十製大出；天

C16 47 而1 人形 (58 0) (27 O) 20 3 (22 28) 内外所にふt橙 (7aYR7/4) 雲多 十製代'l化か

C17 47 洲l 人形 (64 O) 32 0 22 0 (31 57) 釉灰 (.iY~/1) 索灰白 125Y8/2) 2mm以下の炒粒 陶装 (Vi侶か

C18 47 溝l 人彩 Cc4 6) (44 81 (28 01 (2;; 071 
釉灰オリフ(S'i6/2)オリフ川17SY3/l) 

精良 陶製瓢箪をもつ猿
索灰白(SY7/l)

Cl9 47 溝l 人形 170 4) (:)8 7) (29 7) (41 22) 1こぶ判斗ぢ(75YR6/-J) 2mm以 I、0)砂粒""、雲 土製船 l'ir「IIハケメ

C20 47 洞l 閲1勿形 (72 8) (29 0) 14 3 (22 43) にぶしヽ 黄橙(10YR7/21 金文、 :0:,1, I製尿道に穿孔

C21 47 沿'ii 1(11校 55 1 34 5 85 19 6 
仏JIiii:こぶし＼杓(75YK6/4) 

梢良 上戟鎧瓜者
外にぶ(Sfり17.iYR5/4) 

C22 47 溝l 愧
釉透叫にぶい赤糾(5Yll5/1)索にぶい黄

精艮
陶器 D径 :l 8cm閻台径 "0cm 

粧(10YR7/3) 閤高 3 15cm 

c2:1 47 溝1 糸11111 スノーホワイI(:-;9 5) 桔艮
白磁口仔 21cm底仔 0 7cm 
器底 11cm 

C24 47 前］ 玩具 (43 1) (55 2) (19 3) (14 86) にぶい橙17oYR? /:l) 1mm以下の砂粒少宰、長、赤 十製不明製晶

C25 47 溝1 鋳型 (61 0) (124 0) (72 0) (319 96) 4行(7oYRfi/6) 
3-6mmの條少 2mm以 I、の砂粒

ト側の和か
多長、ご、赤

C2G 47 油l 釧i¥l 39 5 71 0 16 5 64 39 灰白(':7/) 2,,, 以卜の砂和多 )si、T JL転用網用の師・糾刑か

C27 51 溝3 玩貝 if28 0 
つまみ

10 0 4 65 
釉灰白(5Y7/2)似色125BC2 5/2 5) 

2mmじ！卜・oJ化b湘，ik 陶共森
仔50 索灰白(5Y8/l)

C28 55 'cl含I怜
箱I廷直

(16 8) (12 6) 115 (17 08) 
索浅黄位(7SYR8/3) 

漏 n程の打1個含む、宍 陶快灯飩の笠
’I‘ I 1丈,','「色(5GY5/5)裏黒褐(25Y3/ll 

C29 55 臼含I怜 人形 55 8 27 2 尚400 23 71 にぶ沿'i橙110YR6/3) 1mm以下の1沙粒少赤 上楼鳥

金属製品

担載番号 図番号 逍構名 器柾
rlt測値 (mm)

甫州 (g) 材質 仙考
最大長 最大輻 最大匝

Ml 10 井戸1 銭 径23.3 2.70 銅 寛永通宵

M2 12 土壊l 煙管 68.0 16 1 高29.0 9.32 真鍮 雁首

1VI3 15 土堀 4 煙管 (38.1) 8.5 (2.39) 真鍮 雁首

:'114 26 土堀11 煙着 112.6 8.3 9.63 六吉卦弘JI; 吸口

:'115 31 土壊18 鯰 (101.7) 8.4 高29.1 (14.57) 鉄 片方が折れ曲がる

:¥16 31 上瑞18 環 径58.3 5.2 26.76 銅

:vr7 31 土壊18 煙怜 25.7 12.3 3.78 真鍮 雁首

:Vl8 32 I: 堀19 )J+ 170 0 18 8 18.44 釣； 柄付

:v!9 33 t堀20 包丁 (141 9) 22 8 26 (22.15) 鉄 2か所折れ曲がる

MIO 34 土壊21 煙管 48.4 10.0 4.91 真鍮 吸口

Mll 48 溝l 小柄 195.7 14.5 3.5 33.48 欽 「備前艮船J銘
lvl12 48 溝l 剃刀 176 0 15.0 20 20.62 鉄

MB  48 溝l 包r (157 2) 50.8 3 () (65.04) 鉄 先端・ 悲部欠相

M14 48 溝l 小柄 69.0 13.0 4.0 10.78 柄のみ

!Vll5 48 渦1 鎌~ (131.4) (96.6) 3.0 (109.85) 鉄 先端・某部欠担

Ml6 48 溝l 鎚 146.9 43.2 39.0 770.87 鉄 穴の中に目釘 2

M17 48 溝1 碇 160.0 107.3 12.3 168.78 鉄 鈎 4つ漁具？

Ml8 48 溝11:l 煙管 26.5 10.0 7.31 真錐

1¥119 48 溝1B 煙管 36.9 13.4 尚17.1 4.02 六言苅…郭 雁首

l'vl20 48 消1 釘
左 87.6 左 51 左 4.5

18.64 鉄 釦金で釘 2本緊縛
右 86.2 右 3.8 右 3.8

M21 48 溝l 拌 132.5 4.1 3.6 7.09 夷鍮

M22 48 泄l 柁 (l'.14.fi) 4.% 2.0 (fi.11) 呉錐 飾り部分欠捐か

l'vl23 48 浩1 稔 129.5 60 4.3 5.14 襄鍮 耳かき付花の意匠

1¥124 48 消1 脊 149.0 80 5.0 7.05 六古剌h7隊ヽ びらびら脊コウモリの意匠
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掲載番号 図番号 遺構名 器種
甘t涸lイ直 (mm) 

重砿 (g) 材質 備考
蔽大長 最大輻 最大肛

lvl25 48 消l 櫛 102.2 46 5 0.4 8.78 真錐 嬰による打刻、赤色のビーズ付き

M26 55 
溝1上包

蓋 径67.0 高17.0 27.75 真鍮 花弁つまみ16弁、桔部24弁
合屈

M27 55 包含培 鉗 158 8 7.2 13 9 鉄

木製品

掲載 図
~t祖ljf直 (cm)

氾構名 器秤 最K長 最大輻 最大厚 備考
番号 番号

（口径） （底径） （器高）

Wl 10 井J-'l 杓子の底 7.13 (5.55) 0.25 

W2 10 井戸1 独楽 4.15 4.15 5.7 叩き独楽

W3 14 土壊2 椀 9.6 5.0 3.2S 朱塗り 丸に三つ柏

W4 19 土堺7 杓子 8.35 (7.6) (4.05) 全体川漆塗り

W5 19 土壊7 杓了・ (26.7) (9.55) (5.65) 柄と杓の按合は復冗

W6 21 土壊9 下駄 19.6 6.8 2.1 箇と本体の接合は復元

W7 22 K邸10 櫛 (3.12) (4.:15) (0 7) 

ws 26 土堀11 (10.1) (5.7) 0.65 表赤漆• 裏黒漆塗り

W9 27 士壊12 (8.8) (4.95) 1.2 

WlO 30 土壊15 蓋 12.6 3.95 3.1 内外而赤漆塗り

Wll 32 土壊19 戸車 5.2 09 

W12 33 土掘20 仙物 (12 0) (6.8) 05 底部分のみ

Wl3 37 土堀24 椀 (3.7) 外面黒漆冷り、丸に変わり散り桜内面赤漆冷り

W14 42 土壊29 包」柄 11.12 2.45 1.85 

W15 49 溝l 椀 6.6 3.9 3 1 内外面赤漆塗り

Wl6 49 溝1 将棋駒 2.05 1.5 0.3 内外面に墨書

W17 49 溝l 匙 (11.7) (5.55) 06 内外面赤漆塗り

Wl8 49 溝1 下駄 21 5 7.9 29 歯を欠く

Wl9 49 溝1 提灯？ 14.2 13.4 0.6 上下部分か、側面に穿孔

W20 55 包含層 下駄 14:l 5.5 20 朔jり下駄

W21 55 /'2l合J性 草履 2:us 6.9 2.4 鼻緒付き

W22 57 井戸 3 加工木 39.6 4.6 5.1 

W24 溝1 たわし 粽憫たわし、写真のみ掲載

W25 滑1 縄 写真のみ掲載

石製品
掲載 図

遺構名 器種
計測値 (mm)

屯量 (g) 石材 備考
番号 番号 最大長 最大幅 最大厚

S1 26 土堀11 碁石 22.0 3.0 (2 37) 災面測淵

S2 48 溝1 硯 (53.0) 91.0 (14.0) (48.16) 海の上側のみ

S3 55 包含j,』 銑.J1;「U 34.0 (50.0) 15.0 44.79 網用の錘鈷刑か

S4 55 包合層 硯 91.0 29.0 11.0 53.05 公面線刻あり、文字か

S5 61 包含層 石鏃 18.0 (14.5) 3.0 (0.78) サヌカイト

S6 61 包含層 石鏃 20.5 (16.0) 3.5 (0.98) サヌカイト

S7 61 包合層 右鏃 21.5 (17 O) 4.0 (1 60) サヌカイト

S8 61 包含円 伍鏃 (22 5) (13 5) 3.0 (0 80) サヌカイト

S9 61 包合層 石鏃 (25.0) 17.0 3.0 (1.03) サヌカイト

S10 61 包含層 伍鐵 (20.5) 16.0 :J.O (l.7fi) サヌカイト

S11 61 包合/,;丘｝ 右紙 27.0 18.0 3.0 1.26 サヌカイト

S12 61 包合層 石錐 33.5 13 0 6.0 1.13 サヌカイト

S13 61 溝1上包含層 仁剣 (41.0) 30.0 11.5 (22.12) サヌカイト 側縁に敲打痕、転川か

貝製品

遺溝名 器種
計測値 (mm)
ー ， ＿冒—, _• 一 I里旦 (g)I貝の種類 備考臼 泊

旧 1

消1 ［［悶; I~ 仇〗~~sI :::!~I ~> |悶塁:I~:::~1::t~~ 
ガラス製品
掲載 図

遺構名 器種
計測値 (mm)

甫量 (g) 備考
香号 番号 最大長 最大幅 最大庫

Gl 48 溝 1 苔 (80.55) 5 68 2 86 (3.80) 透明

G2 48 溝 lC 拌 (98.47) 10.57 3.93 (11.31) 中に薄い茶色人る

G3 55 包含町 目薬ビン 60.03 :10.17 17.86 23 54 「参天堂痣房大學目槃J
G4 55 包含層 おはじき 28.82 7.07 6.73 ジェードグリーン (IOG5.5/5)、天神様の押印
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図版 1

1 井戸 1平面（北から）・断面（南から） 2 土堀4・5・6・ 杭列 1 (東から）

3 土堀7~12· 溝3 (北から）



図版2

1 土堀 19・20・22・23 (北から）

2 土堀 19・22(東から）



図版3

1 土堀25.....,28・ 溝3 (北から）

2 5髯1オt恨！（北；から）



図版4

5髯1 (~t から）



図版5

2 溝 1北隅部分（南東から）

1 溝 1南側（北から） 3 溝 1北側断面（北から）

4 杭列2 (西から） 5 井戸3 (北から）



図版6
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井戸 1. 土堀 1・2・4・6・7・9・11出土遺物



図版7
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141側面拡大 C7 
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土堀 11・15・18出土遺物



図版8
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土堀 19・20・21・22・24・29・溝 1出土遺物



図版9
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溝 1• 江戸時代以降包含層出土遺物



図版 10
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井戸3・ 包含層出土遺物
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所収辿跡名 種別 主な叫代 主な逍描 主な辿物 特記事項

弥生 土域2基、溝2条 弥生土器、石鏃、石錐、石剣

古培 井戸1基 土師器

南方逍紐 躯落 磁器、陶器、備削焼、青磁、 ff戸時代の絵図と検

近世
井戸2胚、杭列3、上 白磁、土師温、瓦悩、瓦、土製・ 出した追構が致、
煽29基、溝4条 陶製人形、菩、小柄、四つ 「_:_谷様ヘラ書き

f碇 規炉出+

束隣の岡山地家尚裁庁舎建設地点で約180枯確晶された弥生時代後期の袋状土壊は、今回の屑行では調杏

区南東端と南端に 1基ずつ検出し、袋状＋．壊分布範囲の西端が判明した。また、調査区南東側で古培時代

要 約
前期の井戸1韮を確認したことから、今回の調査区南側に占培時代前期の集落が存在する可能性を指摘で

きる。江戸時代の当地点は侍Ill」の一竹に比定されていた。粛兄tで検出した溝1の形状が岡山城下の文久冗
年 (1861年）ごろの絵図「備前岡山地理家宅一枚図」上の水路と一致し、絵屈の町割りと遺描0)照合が可

能になった。さらに、絵図の一．谷家の範囲にある土壊から「一．．谷様Iとヘラ書きのある規炉片が出土した。
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